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「
山
科
家
礼
記
」
　
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て

三
　
　
保
　
　
忠
　
　
夫

日
　
次

は
じ
め
に

一
用
例
調
査

二
　
注
意
さ
れ
る
助
数
詞

三
　
実
隆
公
記
と
の
比
較

四
　
用
法
の
分
類

お
わ
り
に

一
は
　
じ
　
め
　
に

山
科
家
礼
記
（
吾
陵
部
蔵
本
）
は
、
十
五
世
紀
、
中
流
公
家
山
科
家
の
雑
草
ら
の
手
に
な
る
、
山
科
家
の
動
静
、
家
職
、
財
政
、
所
領
経
営

等
に
つ
い
て
の
記
録
で
あ
る
。
記
者
は
、
筆
跡
か
ら
見
て
、
（
イ
）
未
詳
＝
［
応
永
十
九
年
の
部
分
］
、
（
ロ
）
大
沢
久
守
［
永
享
二
年
八
一
四
三

〇
）
－
明
応
七
年
八
一
四
九
八
）
＝
［
（
イ
）
（
ハ
）
以
外
の
部
分
］
、
（
ハ
）
重
胤
＝
［
応
仁
二
、
文
明
二
、
三
年
（
別
本
）
の
部
分
］
の
三
人
で

あ
る
と
さ
れ
る
。
古
来
、
公
家
（
公
卿
）
・
僧
侶
・
神
官
等
に
よ
る
記
録
は
多
い
も
の
の
、
こ
う
し
た
家
司
に
よ
る
記
録
は
珍
し
く
、
そ
の
当
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と
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と

き

く
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と

き

つ

ぐ

　

　

と

き

つ

ね

主
の
手
に
な
る
教
言
卿
記
や
言
国
卿
記
、
言
継
卿
記
、
言
経
卿
記
と
共
に
、
中
世
権
門
体
制
の
崩
れ
て
い
く
室
町
時
代
の
動
静
・
実
態
を
つ

ぶ

さ

に

伝

え

る

資

料

と

し

て

重

視

さ

れ

て

い

る

。

　

　

　

　

　

　

　

み

ず

し

　

　

　

　

　

　

　

　

く

ご

に

ん

山
科
家
礼
記
は
、
助
数
詞
研
究
資
料
と
し
て
も
有
益
で
あ
る
。
「
山
科
家
は
宮
中
御
厨
子
所
で
調
理
さ
れ
る
食
物
を
献
上
す
る
供
御
人
た
ち

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

　

く

り

を
支
配
し
て
い
た
か
ら
魚
介
類
の
こ
と
は
日
記
中
に
よ
く
出
て
く
る
し
、
所
領
の
あ
る
山
科
か
ら
は
や
ま
も
も
、
粟
を
は
じ
め
と
し
て
各
種

の
果
物
、
野
菜
が
来
た
か
ら
、
当
時
の
京
都
の
食
糧
事
情
が
よ
く
わ
か
る
。
宇
治
の
市
で
販
売
さ
れ
る
魚
介
類
の
種
類
も
実
に
豊
富
で
、
時

（1）

代
が
下
る
に
つ
れ
海
産
物
が
ふ
え
て
く
る
。
」
と
さ
れ
、
こ
う
し
た
状
況
に
伴
っ
て
多
く
の
助
数
詞
が
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。

助
数
詞
研
究
上
、
山
科
家
礼
記
（
以
下
、
「
本
資
料
」
と
い
う
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。

①
日
常
的
、
現
実
的
な
生
活
の
支
え
と
な
る
物
資
に
関
す
る
助
数
詞
が
多
い
。
こ
れ
ら
は
、
日
常
卑
近
な
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
却
っ

て
、
文
字
（
言
語
）
資
料
、
ま
た
、
公
的
記
録
類
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
い
。

②
物
資
は
、
果
物
、
野
菜
、
魚
介
類
と
い
っ
た
食
料
や
衣
類
な
ど
の
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
れ
ら
の
加
工
品
類
も
見
え
て
お
り
、
物
資
の

別
名
、
俗
名
、
通
称
の
類
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
人
々
の
生
活
の
中
に
お
け
る
助
数
詞
の
細
や
か
な
使
用
方
法
が
知
ら
れ
る
。

③
仮
名
書
き
の
用
例
が
多
く
、
助
数
詞
の
、
実
際
に
口
頭
で
話
さ
れ
て
い
た
形
態
（
実
情
）
が
わ
か
る
。

総
じ
て
、
他
の
資
料
（
文
献
）
に
よ
っ
て
は
知
り
得
な
い
助
数
詞
の
用
例
が
得
ら
れ
、
ま
た
、
そ
の
用
法
（
そ
の
対
象
も
含
め
て
）
が
豊
富
に

求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
、
本
資
料
の
価
値
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
下
に
、
本
資
料
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
依
拠
す
る
テ
キ
ス
ト
は
、
『
史
料
纂
集
』
（
第
一
期
）
所
収
の
「
山
科
家
礼
記
」

第
丁
第
五
（
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
－
同
四
十
八
年
十
月
刊
行
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
校
訂
、
豊
田
武
・
飯
倉
暗
武
）
で
あ
る
。

一
用
例
調
査

本
資
料
に
お
け
る
助
数
詞
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
れ
ば
、
別
表
の
よ
う
に
な
る
。
但
し
、
こ
こ
に
は
、
年
月
日
に
関
す
る
も
の
を
省
い
た
。

「
山
科
家
礼
記
」
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
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［
凡
例
］
1
　
助
数
詞
は
、
底
本
の
表
記
の
ま
ま
を
尊
重
し
、
そ
の
表
記
そ
れ
ぞ
れ
に
列
挙
す
る
。

2
　
助
数
詞
は
、
そ
の
表
記
の
内
の
漢
字
表
記
に
な
る
も
の
を
見
出
し
語
と
し
、
［
　
］
印
に
包
ん
で
、
一
段
高
く
掲
げ
た
。

漢
字
表
記
の
な
い
場
合
、
ま
た
、
あ
っ
て
も
宛
字
や
誤
字
と
見
ら
れ
る
場
合
は
、
私
に
見
出
し
語
を
置
い
た
。
こ
の
よ
う
な

場
合
は
そ
の
下
に
対
象
語
が
位
置
し
な
い
か
ら
、
右
と
は
容
易
に
区
別
さ
れ
よ
う
。

3
　
助
数
詞
の
そ
れ
ぞ
れ
の
表
記
の
下
に
そ
の
対
象
語
を
示
す
。
対
象
語
も
、
底
本
の
表
記
の
ま
ま
に
列
挙
す
る
。

4
　
対
象
語
に
つ
き
、
便
宜
的
に
類
別
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
時
、
／
印
を
用
い
る
。
私
に
補
う
語
句
に
は
（
　
）
印
を
付
す
。

5
　
見
出
し
語
は
、
漢
字
の
部
首
順
と
す
る
。
漢
字
表
記
の
未
詳
の
助
数
詞
は
末
尾
に
一
括
し
、
五
十
音
順
と
す
る
。

本
資
料
に
お
い
て
は
、
多
様
な
助
数
詞
が
積
極
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
一
方
、
そ
れ
を
添
え
用
い
な
い
場
合
も
、
ま
ま
見
ら
れ
る
。

○
　
私
鏡
下
カ
ミ
ウ
ラ
シ
ロ
、
上
ハ
ナ
ヒ
ラ
十
・
カ
キ
五
・
粟
十
‥
ネ
フ
カ
一
・
タ
チ
バ
ナ
、
ハ
ウ
ウ
ヘ
ハ
カ
＼
ミ
チ
イ
サ
キ
也
、
ハ
ナ
ヒ

ラ
五
・
カ
キ
五
・
ク
リ
十
、
（
延
徳
四
・
正
・
二
）

○
　
ミ
つ
か
ん
五
十
給
候
也
、
（
延
徳
元
・
十
二
・
十
こ

○
　
餅
一
器
・
タ
コ
一
・
桓
・
ヤ
キ
米
袋
一
参
候
也
、
（
長
享
三
・
八
二
）

○
　
武
衛
下
ト
ノ
大
ニ
ハ
鯉
一
給
候
、
（
延
徳
三
・
十
・
二
十
）

○
　
大
塚
七
郎
左
衛
門
方
へ
鯛
三
・
柳
一
荷
遣
之
、
（
長
享
三
・
五
・
四
）

○
　
朽
木
中
将
殿
よ
り
さ
ゝ
い
五
十
給
候
、
則
た
き
物
か
い
二
か
い
返
事
申
候
、
（
文
明
九
・
三
・
二
十
五
）

〇
　
三
位
入
道
殿
よ
り
く
し
ら
の
あ
ら
ま
き
五
給
候
、
（
長
享
三
・
五
・
四
）

こ
う
し
た
場
合
、
な
ぜ
助
数
詞
が
見
え
な
い
の
か
、
は
っ
き
り
し
た
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
他
の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
「
哀
」
「
折
」

「
荷
」
「
杯
」
「
喉
」
「
枚
」
「
懸
」
と
い
っ
た
助
数
詞
が
、
〓
疋
の
方
法
や
傾
向
で
使
用
さ
れ
て
い
こ
と
は
確
か
に
看
取
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に

お
い
て
も
、
助
数
詞
を
使
用
す
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
な
が
ら
、
何
ら
か
の
事
情
で
そ
れ
ら
が
省
か
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。



助
数
詞
の
表
記
に
は
、
漢
字
、
平
仮
名
、
片
仮
名
の
三
様
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
数
詞
を
除
け
ば
、
こ
れ
ら
の
間
に
明
確
な
使
用
区
別
は

な
い
よ
う
で
あ
る
。
漢
字
表
記
に
は
、
ま
た
、
宛
字
、
あ
る
い
は
、
誤
字
と
見
ら
れ
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
次
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
、
上
段
が
正
用
、

下
段
が
所
用
の
宛
字
、

あ
る
い
は
、
誤
字
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ち
や
う
丁
ち
や
う
挺

張

表

く
わ
ん

張
・
丁
　
　
管

そ
く

官
・
巻
　
　
足

信
由
り

り

や

う
領

ロ
肛
月

漠
字
音
を
、
あ
る
い
は
、
和
語
を
介
し
た
そ
れ
で
あ
る
。
「
T
L
「
張
」
「
両
」
「
領
」
な
ど
は
混
用
さ
れ
て
い
る
節
が
あ
る
。

ぜ
ん

な
お
、
こ
こ
に
は
［
膳
－
前
］
も
加
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
他
の
資
料
を
参
看
し
、
今
は
右
か
ら
外
し
た
。

二
　
注
意
さ
れ
る
助
数
詞

助
数
詞
研
究
上
、
本
資
料
に
お
い
て
注
意
さ
れ
る
用
例
・
用
法
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
記
者
三
人
の
区
別
は
し
な
い
。
ま
た
、
用
例

を
引
く
に
つ
き
、
底
本
の
割
り
書
き
を
（
　
）
印
で
示
す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、
／
印
で
そ
の
改
行
を
示
す
こ
と
が
あ
る
。

く

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

2

）

［
串
］
　
ヒ
シ
（
菱
餅
か
）
や
串
柿
な
ど
の
干
物
を
数
え
る
助
数
詞
で
あ
る
。
中
世
の
辞
書
類
で
は
、
日
葡
辞
書
に
、
豆
腐
、
干
魚
、
干
柿
、

（3）

な
ま
こ
な
ど
串
刺
し
に
し
た
も
の
、
串
飽
、
同
様
の
串
に
さ
し
た
物
を
数
え
る
と
見
え
る
。
実
隆
公
記
に
は
見
え
な
い
。

○
　
鏡
其
上
大
ハ
ナ
ヒ
ラ
十
・
ヒ
シ
ノ
ア
カ
キ
十
串
・
柿
二
ク
シ
也
、
（
応
仁
二
・
二
二
二
十
）

ま
る
［
丸
］
　
丸
薬
、
糸
、
紙
に
用
い
ら
れ
て
い
る
助
数
詞
で
あ
る
。
本
資
料
で
は
、
わ
ら
・
馬
ワ
ラ
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

○
　
肥
州
へ
馬
ワ
ラ
十
疋
分
七
丸
遣
之
、
（
長
享
二
・
正
・
七
）

［
具
］
　
衣
装
や
馬
具
、
道
具
、
楽
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
が
、
本
資
料
で
は
、
具
体
的
な
武
具
・
防
具
が
数
え
ら
れ
て
い
る
。

○
　
具
足
一
し
ゆ
く
と
ハ
と
う
・
袖
・
か
ふ
と
事
故
、
六
く
と
ハ
同
甲
・
こ
て
・
は
い
た
て
・
ほ
う
あ
て
・
ひ
た
い
あ
て
・
の
と
ハ
・
す
ね

あ
て
の
事
六
く
軟
、
（
康
正
三
・
八
・
五
）

「
山
科
家
礼
記
」
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
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○
　
は
い
た
て
三
具
、
の
と
ハ
、
わ
り
す
ね
あ
て
一
く
、
（
長
禄
元
・
十
一
・
十
三
）

こ
の
他
、
「
上
さ
ま
へ
御
こ
き
一
く
」
（
長
禄
元
・
十
二
・
二
十
九
）
　
の
よ
う
な
例
は
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
犬
文
典
に
も
見
え
る
が
、
「
御
下
く

つ
二
く
」
　
（
長
禄
元
・
十
二
・
五
）
、
「
干
鯛
六
具
」
　
（
文
明
九
・
閏
正
・
十
八
）
　
と
の
例
は
珍
し
い
。

ぜ
ん
［
前
］
　
実
隆
公
記
で
は
、
「
前
」
で
、
火
箸
、
魚
箸
、
膳
部
（
御
盤
・
神
供
等
）
を
数
え
（
ま
た
、
「
膳
」
で
神
供
や
椀
を
数
え
る
）
、
本
資
料
で

く

き

や

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も

ち

も
、
御
供
、
供
饗
、
火
箸
を
数
え
る
が
、
餅
そ
の
も
の
を
も
「
御
か
～
み
四
前
」
　
（
延
徳
三
・
正
・
四
）
　
の
よ
う
に
、
「
前
」
　
で
数
え
る
。
中
世

の
辞
書
類
で
も
例
を
見
な
い
が
、
あ
る
い
は
、
こ
れ
は
、
折
数
か
台
か
に
載
せ
た
状
態
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

く
わ
ん

［
巻
］
　
中
世
に
は
、
手
本
や
経
典
、
ま
た
、
昆
布
や
織
物
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
助
数
詞
だ
が
、
本
資
料
に
「
花
一
巻
予
給
之
」
（
長
享
二
・
二
・

十
七
）
と
も
見
え
る
。
著
者
の
大
沢
久
守
は
、
立
花
の
名
手
と
さ
れ
、
そ
う
し
た
記
事
、
及
び
、
関
連
す
る
助
数
詞
も
多
く
見
え
て
い
る
。
立

花
の
そ
れ
を
「
花
一
巻
」
と
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
こ
れ
は
法
花
経
八
巻
の
内
の
一
巻
と
の
謂
で
あ
ろ
う
か
。

が
ふ
し

［
合
子
］
　
合
子
は
、
身
と
蓋
か
ら
な
る
小
さ
い
容
器
だ
が
、
漆
を
対
象
と
す
る
器
物
称
量
法
に
用
い
ら
れ
て
い
る

○
　
越
知
帯
刀
、
漆
一
合
子
・
鹿
皮
一
枚
持
来
候
也
、
（
延
徳
元
・
十
一
・
三
）

○
　
ぬ
つ
L
や
へ
う
る
し
一
合
子
二
百
五
十
文
分
遣
之
、
（
延
徳
三
・
十
一
・
二
十
）

こ

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す

ず

き

［
喉
］
　
中
世
に
は
、
鯉
、
鮒
、
鮭
　
（
い
ろ
は
字
、
ま
た
、
実
隆
公
記
）
、
大
き
な
魚
（
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
）
の
一
つ
を
こ
の
助
数
詞
で
数

さ

か

な

す

ず

き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

わ

し

っ

ぐ

み

え
る
と
い
う
。
本
資
料
に
も
、
鮒
、
魚
、
盤
と
見
え
る
が
、
更
に
、
え
そ
、
え
び
、
鰯
、
鵜
、
フ
ナ
ノ
ス
シ
と
も
見
え
る
。

○
　
下
の
ま
ち
の
ふ
な
十
二
こ
ん
、
（
中
略
）
、
廿
四
こ
ん
下
、
十
一
こ
ん
京
二
御
座
候
也
、
ふ
な
十
す
し
こ
さ
せ
候
也
、
（
文
明
十
二
二
一
・
二

十
）

○
　
い
わ
し
十
お
け
、
ゑ
そ
五
こ
ん
、
（
長
禄
元
・
十
二
二
一
十
九
）

○
　
か
わ
ち
よ
り
三
月
ふ
ん
の
草
の
代
百
八
十
四
文
、
又
ゑ
ひ
二
こ
ん
の
は
せ
候
也
、
（
寛
正
四
・
四
・
十
二
）

○
　
い
わ
し
四
百
廿
こ
ん
、
（
明
応
元
・
十
二
・
十
五
）



○
　
つ
く
ミ
ニ
こ
ん
、
（
寛
正
四
・
正
・
五
）

○
　
伯
殿
フ
ナ
ノ
ス
シ
十
コ
ン
給
候
也
、
三
コ
ン
女
中
へ
進
候
也
、
（
延
徳
三
・
七
・
五
）

え
そ
と
は
、
今
日
、
狗
母
魚
・
鰭
と
書
く
ハ
ダ
カ
イ
ワ
シ
目
エ
ソ
科
の
硬
骨
魚
の
総
称
で
、
体
長
約
二
十
五
～
五
十
セ
ン
チ
、
口
は
大
き

く
体
は
細
長
い
円
筒
形
で
イ
ワ
シ
型
、
曹
本
石
国
産
、
美
味
だ
が
小
骨
が
多
く
、
Ⅰ
等
の
か
ま
ぼ
こ
材
料
と
説
明
さ
れ
る
。
本
資
料
で

〔

え

〕

　

　

　

　

　

（

4

）

は
随
所
に
見
え
て
お
。
、
女
房
詞
に
も
「
一
ゑ
そ
。
こ
ん
も
じ
。
し
ら
な
み
と
も
。
」
と
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
当
時
、
よ
く
食
さ
れ
た
も

つ
ぐ
み

の
ら
し
い
。
し
か
し
、
鰯
は
、
ど
う
見
て
も
「
大
き
な
魚
」
と
は
い
え
そ
う
に
な
い
。
ま
た
、
え
び
、
更
に
、
鳥
の
鵜
ま
で
も
「
喉
」
で
数

え
て
い
る
点
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
こ
れ
で
は
魚
島
に
広
く
「
喉
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か
の
観
す
ら
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
多
分
に
通
俗
的
な

用
法
に
あ
る
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
フ
ナ
ノ
ス
シ
に
「
喉
」
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
鮒
に
そ
れ
を
用
い
る
と
こ
ろ
か

ら
の
転
用
で
あ
ろ
う
か
。
助
数
詞
を
添
え
な
い
「
フ
ナ
ノ
ス
シ
二
、
代
五
十
疋
」
（
延
徳
三
・
八
・
二
十
）
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

な
お
、
本
資
料
で
は
、
鯛
に
は
「
枚
」
、
鮭
に
は
「
尺
」
を
用
い
て
い
る
。

［
器
］
　
本
資
料
で
も
実
隆
公
記
で
も
、
多
く
の
用
法
が
見
え
て
い
て
、
補
い
合
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

き
○
　
彦
衛
門
予
二
彼
薗
く
～
た
ち
一
器
く
れ
慣
也
、
（
延
徳
三
・
二
・
七
）

ぐ
く
た
ち
（
茎
立
）
は
、
蔓
菩
（
カ
ブ
ラ
ナ
の
意
の
ア
オ
ナ
）
の
苗
と
す
る
説
も
あ
る
が
（
関
根
真
隆
氏
）
、
春
二
月
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

そ
う
し
た
菜
の
花
茎
の
伸
び
た
も
の
、
い
わ
ゆ
る
茎
の
立
っ
た
部
分
で
、
こ
れ
を
折
。
取
っ
て
食
用
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

と
ヽ
つ

あ
わ
ぴ

［
尺
］
鮭
、
塩
引
、
乾
鮭
、
鮒
の
類
に
こ
れ
が
用
い
ら
れ
る
の
は
実
隆
公
記
で
も
同
様
だ
が
、
こ
こ
に
は
鯉
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

し

や

く

　

　

　

　

　

か

ら

さ

け

ぷ

り

○
　
鯛
∵
カ
ケ
、
タ
コ
二
ハ
イ
、
柳
一
か
、
三
百
文
也
、
鱈
二
、
飽
二
尺
、
（
文
明
九
・
正
・
二
）

倍
も
「
尺
」
で
数
え
る
か
ら
（
日
葡
誓
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
犬
文
典
）
、
右
は
そ
れ
に
引
か
れ
て
の
表
現
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
当
時
、

か

ら

さ

け

　

　

は

ら

わ

た

　

　

　

し

ら

ぼ

し

日
常
生
活
の
場
に
は
こ
う
し
た
用
法
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
乾
鮭
は
、
鮭
の
腸
を
取
。
去
。
、
素
乾
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

し

や

く

　

　

　

　

せ

き

な
お
、
中
世
の
辞
書
類
や
実
隆
公
記
に
は
、
「
尺
」
の
他
に
「
隻
」
も
見
え
る
。
本
資
料
に
は
、
こ
れ
が
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

「
山
科
家
礼
記
」
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
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三
六

か
み
ぷ
く
ろ

［
帝
袋
］
　
茶
や
米
を
入
れ
た
「
袋
」
を
数
え
る
用
例
は
、
普
通
に
よ
く
見
ら
れ
る
。
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
に
、
茶
、
干
飯
、
そ
の
他
、

ふ
く
ろ

何
で
も
袋
　
（
紙
の
小
袋
）
に
入
れ
た
も
の
を
数
え
る
と
あ
る
か
ら
、
紙
（
帝
）
を
素
材
と
す
る
も
の
が
通
行
し
て
い
た
ら
し
い
が
、
こ
こ
に

は
、
具
体
的
に
「
ひ
る
の
ね
二
皆
袋
く
れ
候
也
」
（
文
明
四
二
ハ
・
十
七
）
と
見
え
る
。

で
ふ
［
帖
］
　
本
資
料
に
も
実
隆
公
記
に
も
多
く
の
用
法
が
見
え
て
い
て
、
補
い
合
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
次
は
、
慰
斗
胞
を
数
え
た
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
「
ノ
シ
ア
ハ
ヒ
百
本
」
（
長
禄
元
・
十
二
・
七
）
の
よ
う
に
、
「
本
」
に
よ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

○
　
難
波
殿
産
所
ヒ
ロ
メ
ラ
ル
、
ノ
シ
ニ
ア
ウ
給
候
也
、
（
延
徳
三
・
十
二
・
二
十
八
）

ち

や

う

　

か

ち

や

う

［
帳
］
　
蚊
帳
を
「
て
う
」
と
数
え
て
い
る
。
実
隆
公
記
に
見
え
ず
、
中
世
の
辞
書
類
に
も
例
は
多
く
な
い
が
、
合
類
節
用
集
（
延
宝
八
年
刊
）

カ

ヤ

　

　

は

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

5

）

　

　

　

　

　

は

り

に
「
蚊
幅
」
を
「
帳
」
で
数
え
る
と
あ
る
。
な
お
、
書
札
調
法
記
等
に
、
蚊
帳
は
、
「
張
」
で
数
え
る
と
す
る
説
も
見
ら
れ
る
。

○
　
わ
た
と
の
へ
か
ち
ゃ
う
一
て
う
三
百
五
十
三
文
う
け
、
（
中
略
）
、
又
一
て
う
百
九
十
一
文
う
け
、
二
て
う
な
り
、
合
五
百
四
十
七
文
也
、

（
文
明
十
二
・
五
・
二
）

○
　
今
日
下
も
の
か
や
二
て
う
、
（
文
明
十
二
・
十
・
こ

ち
や
う

［
張
］
　
中
世
の
辞
書
類
で
は
、
紙
、
弓
、
琴
、
琵
琶
等
を
数
え
て
い
る
。
本
資
料
で
は
、
そ
う
し
た
例
の
他
に
、
次
が
あ
る
。

○
　
周
防
守
ゆ
ミ
つ
る
十
張
二
十
疋
也
、
（
文
明
十
八
・
九
・
十
四
）

○
　
鞍
カ
ラ
ミ
候
也
、
弓
ツ
ル
二
張
分
、
（
延
徳
四
・
七
・
九
）

弓
弦
を
弓
の
十
張
分
、
ま
た
、
二
張
分
と
書
い
た
も
の
と
解
釈
で
き
な
く
も
な
い
が
、
こ
の
ま
ま
、
弓
弦
十
本
、
二
本
と
解
す
る
こ
と
も

チ

ヤ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

は

り

で
き
る
。
よ
り
古
く
に
は
、
弓
弦
の
七
筋
を
「
一
張
」
（
い
ろ
は
字
、
書
簡
故
実
）
、
「
一
張
」
（
永
代
重
宝
記
）
と
い
っ
た
よ
う
だ
が
、
苦
言
字
考

ち
や
う

節
用
集
（
享
保
二
年
刊
）
で
は
、
弓
絃
、
琴
絃
を
「
張
」
で
数
え
て
い
る
。
右
は
、
む
し
ろ
、
近
世
的
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

か
け
［
懸
］
　
実
隆
公
記
で
は
、
こ
れ
を
鯛
に
用
い
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
本
資
料
に
は
、
更
に
多
く
の
用
法
が
見
え
て
い
る
。

○
　
吉
艮
殿
物
ノ
長
樟
一
合
・
辛
構
一
荷
・
御
鞍
一
口
・
ア
フ
ミ
二
懸
・
輿
・
火
鉢
バ
ン
一
・
御
ウ
ツ
ホ
二
本
・
矢
数
八
十
二
か
り
又
二
ま



り
ね
十
、
）
風
呂
持
参
、
（
応
仁
二
・
四
・
二
）

○
　
め
ち
鳥
一
か
け
、
た
い
三
か
け
、
か
～
ミ
五
ま
い
、
又
小
た
い
冊
二
ま
い
の
ふ
ん
上
候
、
（
中
略
）
か
も
六
か
け
代
一
貫
八
百
文
也
、
（
長

禄
元
・
十
二
・
二
十
八
）

あ

ぷ

み

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

け

鎧
は
、
吊
り
下
げ
た
一
対
の
も
の
と
し
て
「
一
懸
」
と
い
う
と
さ
れ
る
が
（
日
葡
辞
書
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
）
、
本
資
料
で
は
、
「
鞍
一

口
」
に
伴
う
そ
れ
で
あ
る
の
で
、
左
右
の
二
本
（
一
対
）
を
「
二
懸
」
と
い
っ
た
も
の
ら
し
い
。
ま
た
、
鯛
は
、
個
別
に
は
「
枚
」
で
数
え

る
が
、
二
枚
を
吊
り
下
げ
た
状
態
の
も
の
を
「
一
懸
」
と
い
う
。
し
か
し
、
本
資
料
で
は
、
そ
の
一
枚
、
二
枚
、
三
枚
以
上
の
い
ず
れ
を
単

か
も

位
と
す
る
も
の
か
、
明
瞭
で
な
い
。
め
ち
鳥
、
鴨
、
は
い
（
干
し
た
バ
イ
貝
か
）
、
か
づ
ら
（
蔓
か
）
な
ど
は
、
吊
り
下
げ
た
一
連
の
も
の
を
数

え
た
（
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
）
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
し
か
し
、
こ
れ
も
、
そ
の
数
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

て［
手
］
　
実
隆
公
記
で
は
、
「
剃
刀
一
手
」
「
二
手
犬
追
物
」
と
見
え
る
が
、
本
資
料
で
は
「
的
矢
」
（
応
仁
二
二
三
＝
⊥
ハ
）
を
数
え
て
い
る
。

や
の
ね

次
も
、
矢
根
を
「
一
て
」
と
い
う
の
で
な
く
、
的
矢
一
手
（
二
本
）
分
の
矢
根
、
と
の
謂
い
で
は
な
か
ろ
う
か
。

○
　
ひ
こ
七
う
さ
き
一
八
い
ゝ
と
て
上
候
、
や
の
ね
一
て
の
ふ
ん
下
候
、
）
（
寛
正
四
・
二
・
二
）

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

ぷ

　

　

ご

ば

う

ひ

と

も

じ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ご

ん

ぎ

り

は

む

ち

ま

き

く

し

が

き

［
掛
］
　
多
様
な
用
法
が
見
え
る
。
昆
布
、
青
苔
、
牛
芽
、
一
文
字
、
大
根
、
は
い
（
干
し
た
バ
イ
貝
か
）
、
五
寸
切
鯉
、
踪
、
串
柿
、
そ
の
他
、

具
体
的
な
物
資
・
品
目
が
示
さ
れ
て
い
る
点
、
貴
重
で
あ
る
。

を
り
［
折
］
　
食
品
に
関
す
る
用
例
ば
か
り
ら
し
い
。
本
来
は
食
品
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
（
中
世
の
辞
書
類
や
実
隆
公
記
）
。

を

し

き

［
折
敷
］
　
や
は
り
、
器
物
称
量
法
の
；
で
、
用
例
が
極
め
て
多
い
。
し
か
も
、
食
品
に
関
す
る
も
の
ば
か
り
の
よ
う
で
あ
る
。
折
敷
と
い

う
容
器
自
体
、
当
時
の
日
常
生
活
に
親
し
く
用
い
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
用
例
中
、
「
鮎
の
す
し
」
と
「
あ
い
の
す
し
」
と
は
同
じ
も

き
，
ね
ぎ

の
で
あ
ろ
う
。
「
き
」
と
は
、
大
上
膿
御
名
之
事
に
「
一
き
。
ひ
と
も
じ
。
」
と
見
え
る
、
葱
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

さ
し
［
指
］
　
も
っ
ぱ
ら
指
鯖
（
刺
鯖
）
に
用
い
ら
れ
る
助
数
詞
ら
し
い
。
中
世
の
辞
書
類
に
も
実
隆
公
記
に
も
見
え
な
い
。

○
　
ま
ち
の
公
事
さ
は
六
十
さ
し
、
又
か
う
冊
さ
し
、
代
三
百
文
な
り
、
（
寛
正
四
・
七
・
十
四
）

「
山
科
家
礼
記
」
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
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三
八

さ

し

さ

ば

　

さ

し

近
世
の
書
札
調
法
記
に
、
「
指
鯖
（
何
指
）
」
と
見
え
る
。
指
鯖
と
は
、
「
サ
バ
を
背
開
き
に
し
て
二
尾
を
一
刺
し
と
し
た
塩
味
の
干
物
。
江

（6）

戸
時
代
、
盆
の
贈
答
品
と
さ
れ
た
。
」
と
説
明
さ
れ
る
。
用
例
中
、
「
御
所
は
す
の
は
の
う
を
拙
さ
し
ま
い
る
、
」
（
康
正
三
・
七
・
十
四
）
、
「
い

お
二
さ
し
」
（
寛
正
四
・
七
・
十
五
）
と
見
え
る
の
は
、
「
は
す
の
は
の
御
た
い
　
（
台
か
）
さ
ハ
人
御
人
数
事
（
中
略
）
以
上
四
十
四
さ
し
、
」
（
延

徳
三
・
七
・
十
五
）
、
「
は
す
ハ
廿
八
代
四
十
六
文
、
ハ
シ
三
束
代
冊
（
文
脱
か
）
さ
ハ
十
八
サ
シ
代
二
百
文
、
」
（
長
享
三
・
七
・
十
四
）
な
ど
か

ら
推
し
て
、
指
鯖
を
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
後
世
、
孟
蘭
盆
に
蓮
の
葉
に
包
ん
で
供
え
る
供
物
を
蓮
の
葉
物
と
い
う
。
こ
の
七
月
半
ば
の
頃

に
は
、
「
は
す
の
は
二
百
五
十
ま
い
、
」
　
（
寛
正
四
・
七
・
十
三
）
　
と
い
っ
た
記
述
も
見
え
る
。

ひ

さ

げ

　

　

　

ひ

さ

げ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ひ

さ

げ

［
提
］
　
酒
器
の
接
を
数
え
る
。
中
世
の
辞
書
類
に
も
実
隆
公
記
に
も
見
え
な
い
助
数
詞
で
あ
る
。
提
そ
の
も
の
は
、
初
め
は
水
・
湯
・
粥
・

酒
な
ど
に
用
い
た
よ
う
だ
が
　
（
今
昔
物
語
集
、
宇
治
拾
遺
物
語
）
、
後
に
は
、
も
っ
ぱ
ら
酒
を
入
れ
る
道
具
と
な
っ
た
と
い
う
。

○
　
本
所
へ
明
日
酒
二
二
提
∵
干
魚
進
候
也
、
（
延
徳
四
二
二
二
十
七
）

は
ん
［
本
］
　
本
資
料
で
も
実
隆
公
記
で
も
用
例
は
極
め
て
多
く
、
用
法
上
、
共
に
補
い
合
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
本
資
料
の
場
合
、
や
は
り
、
食

ふ

り

　

こ

し

品
類
に
伴
う
用
例
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
太
刀
を
数
え
る
場
合
、
本
資
料
で
は
、
「
振
」
「
腰
」
の
他
に
「
本
」
も
用
い
て
い
る
。
実

隆
公
記
で
は
、
「
振
」
「
腰
」
だ
け
で
あ
り
、
中
世
の
辞
書
類
で
も
、
「
本
」
は
見
え
な
い
。
故
実
書
や
書
札
礼
に
お
い
て
、
と
う
て
い
認
め
ら

れ
な
い
よ
う
な
用
法
が
、
本
資
料
に
は
、
ま
ま
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
く
［
束
］
　
中
世
の
辞
書
類
で
も
実
隆
公
記
で
も
、
紙
の
計
量
に
「
束
」
を
用
い
る
。
「
束
」
の
基
本
的
な
用
法
の
一
つ
で
あ
る
が
、
本
資
料
で

わ

　

　

　

　

を

し

き

　

く

れ

は
、
こ
の
方
面
の
用
例
は
皆
無
に
近
く
、
柴
、
割
り
木
、
折
敷
、
樽
、
縄
、
野
菜
類
、
串
柿
、
竹
子
を
対
象
と
す
る
例
が
多
い
。

ま
い
［
枚
］
　
こ
の
対
象
と
し
て
は
、
ま
ず
、
紙
、
及
び
、
板
、
皮
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
（
中
世
の
辞
書
類
）
、
本
資
料
で
は
、
用
例
数
と
し
て
は
、

か
ゞ
み
・
は
な
ひ
ら
等
の
餅
類
や
鯛
を
初
め
と
し
て
食
品
類
を
対
象
と
す
る
も
の
が
多
い
。
な
お
、
庖
丁
を
「
枚
」
で
数
え
た
例
は
日
葡
辞

書
に
も
見
え
る
が
、
本
資
料
に
も
、
「
二
候
の
式
部
二
は
う
ち
や
う
一
ま
い
遣
候
也
、
」
（
寛
正
四
・
二
・
二
）
と
見
え
る
。

を

け

　

　

こ

の

わ

た

［
桶
］
　
海
鼠
腸
以
下
の
食
品
類
と
酒
を
対
象
と
し
て
多
用
さ
れ
て
い
る
。
「
一
種
（
ク
モ
タ
コ
十
連
）
一
桶
」
（
延
徳
三
・
十
二
・
四
）
の
類
も



酒
を
意
味
す
る
。
実
隆
公
記
に
も
同
用
法
が
多
く
見
ら
れ
る
。
日
常
の
生
活
に
は
、
桶
が
普
通
に
用
い
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
、
い
ろ
は
字
に

サ

イ

ト

ウ

ユ

ヒ

ヲ

ケ

　

　

　

シ

ン

サ

イ

ヲ

ケ

も
莱
桶
、
捲
桶
、
縛
桶
、
請
浮
桶
な
ど
と
見
え
る
が
、
中
世
の
辞
書
類
に
は
、
助
数
詞
と
し
て
の
登
載
が
な
い
。

［
盃
・
（
杯
）
］
　
用
字
（
漢
字
表
記
）
が
明
瞭
で
な
い
の
で
、
し
ば
ら
く
こ
こ
に
置
く
。
日
葡
辞
書
で
も
、
用
字
は
わ
か
ら
な
い
が
、
I
p
p
a
i
の

は
い
　
　
　
は
い

さ

か

づ

き

　

　

　

　

ご

き

条
に
、
杯
や
コ
ッ
プ
、
御
器
、
茶
碗
、
飽
貝
、
殻
つ
き
の
貝
と
見
え
る
。
酒
や
水
に
「
盃
」
「
杯
」
を
用
い
る
の
は
普
通
の
こ
と
だ
が
、
本
資

た

こ

あ

わ

、

び

　

　

　

　

　

　

に

し

料
に
は
、
蛸
、
飽
、
あ
か
ゞ
い
、
螺
、
が
ざ
め
に
こ
れ
を
用
い
て
い
る
。

○
　
た
こ
二
は
い
、
（
長
禄
元
・
十
二
・
二
十
九
）

○
　
柳
〓
何
・
干
鯛
五
具
・
あ
わ
ひ
十
は
い
遣
之
、
（
文
明
九
・
閏
正
・
十
八
）

○
　
く
つ
こ
の
物
　
た
い
二
ま
い
　
あ
か
ゝ
い
十
五
は
い
、
（
長
禄
元
・
十
二
・
二
十
九
）

○
　
下
ま
ち
よ
り
に
し
十
五
は
い
、
三
は
い
宛
出
之
也
、
（
文
明
十
三
・
十
二
・
二
十
九
）

○
　
か
さ
め
廿
、
は
ま
く
り
一
お
け
、
今
日
い
た
し
候
也
、
三
は
い
本
所
へ
ま
い
ら
せ
候
也
、
（
寛
正
四
・
四
二
＝
⊥
一
）

○
　
は
ま
く
り
三
お
け
・
か
さ
め
廿
ハ
イ
、
（
延
徳
四
二
∵
十
三
）

に
し

あ
か
が
い
と
は
、
フ
、
不
ガ
イ
科
の
二
枚
貝
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
螺
と
は
、
ア
カ
ニ
シ
、
タ
ニ
シ
な
ど
の
よ
う
な
巻
貝
の
一
群
の
総
称

ら
し
い
。
が
ざ
め
と
は
、
ガ
ザ
ミ
（
蝿
蜂
）
の
こ
と
で
、
和
名
抄
に
「
擁
剋
」
に
「
和
名
加
散
女
」
と
あ
る
（
道
円
本
、
巻
十
九
、
一
四
ウ
）
。

ワ
タ
リ
ガ
ニ
科
の
大
型
の
蟹
で
（
幅
十
五
セ
ン
チ
内
外
）
、
沿
岸
の
内
湾
に
多
く
、
体
色
は
暗
青
色
で
腹
面
は
白
、
美
味
と
さ
れ
る
。

実
隆
公
記
に
は
「
烏
賊
魚
五
十
盃
」
（
大
永
四
・
十
一
圭
一
）
、
書
札
調
法
記
（
元
禄
八
年
刊
）
や
御
家
書
札
大
成
（
弘
化
二
年
刊
）
に
は
「
蛤

は

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た

こ

　

　

ハ

イ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

7

）

一
盃
」
、
都
会
節
用
百
家
通
に
は
「
鮮
魚
。
〈
二
企
〉
」
と
見
え
、
西
鶴
（
好
色
二
代
男
）
も
蛤
を
「
は
い
」
「
盃
」
で
数
え
て
い
る
。
ま
た
、

（
イ
ツ
）
パ
イ
　
カ
こ

運
歩
色
葉
集
に
は
「
一
輩
（
蟹
）
」
と
見
え
る
。

こ
の
助
数
詞
「
は
い
」
に
つ
い
て
は
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
が
、
本
資
料
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
。
当
時
、
こ
れ
は
、

タ
コ
、
イ
カ
、
ア
ワ
ビ
、
ア
カ
ガ
イ
、
ニ
シ
、
ガ
ザ
ミ
な
ど
を
対
象
と
し
て
、
結
構
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

「
山
科
家
礼
記
」
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て



ぼ
ん

［
盆
］

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

こ

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

き

ぬ

か

つ

ぎ

さ

さ

げ

に

ぼ

し

く

り

あ

ぢ

つ

け

強
飯
、
餅
、
枇
杷
、
柿
、
そ
の
他
の
果
物
、
調
理
済
の
衣
被
、
大
角
豆
煮
干
、
栗
味
付
な
ど
、
や
は
り
、
食
品
が
多
い
。
実
隆
公
記

で
も
同
様
で
あ
る
。
盆
も
、
最
も
日
常
的
な
器
の
；
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
中
世
の
辞
書
類
に
は
、
助
数
詞
と
し
て
は
見
え
て
い
な
い
。

す
ぢ
［
筋
］
　
小
本
結
、
帯
を
対
象
と
す
る
用
例
は
、
実
隆
公
記
に
も
見
え
て
い
る
が
、
本
資
料
に
は
、
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。

○
　
津
田
方
へ
は
む
五
十
す
ち
下
候
、
（
文
明
十
二
・
八
・
十
七
）

○
　
竹
や
し
や
の
方
よ
り
ふ
ミ
ニ
す
ち
候
也
、
（
延
徳
三
・
八
・
七
）

○
　
忠
英
所
よ
り
き
ほ
う
百
四
筋
来
候
、
此
内
ね
な
し
矢
廿
四
也
、
又
き
ほ
う
の
代
十
疋
達
也
、
（
応
仁
二
・
三
・
二
）

す

ほ

し

　

　

　

ご

ん

ぎ

り

「
は
む
」
と
は
、
小
さ
い
ハ
モ
を
素
乾
に
し
た
五
寸
切
（
ハ
モ
）
の
こ
と
ら
し
い
。
刻
ん
で
胎
と
し
て
用
い
る
。
こ
れ
に
は
助
数
詞
「
把
」

き
ぼ
う

も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
ふ
ミ
」
は
、
末
勘
。
木
棒
（
木
鉾
）
は
、
木
、
ま
た
は
、
竹
の
棒
状
の
鉄
の
こ
と
で
、
右
は
こ
れ
を
付
し
た
矢
（
及

ひ
と
す
ぢ

び
、
こ
れ
を
付
さ
な
い
矢
）
を
い
う
も
の
ら
し
い
。
一
本
の
矢
は
「
二
筋
」
と
い
う
と
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
日
本
大
文
典
に
あ
る
。

こ

　

　

（

つ

つ

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つ

つ

［
箇
］
　
「
筒
」
字
と
の
書
き
分
け
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
対
象
も
重
な
る
。
「
筒
」
は
、
花
、
油
、
香
な
ど
、
竹
筒
に
入
っ
た
も
の
を
数
え

ヵ

ラ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

る
助
数
詞
で
あ
る
。
関
連
し
て
は
、
太
鼓
を
「
一
筒
」
と
数
え
る
こ
と
も
あ
る
（
二
か
ら
・
一
柄
」
と
も
）
。
こ
れ
に
対
し
、
「
箇
」
は
、
人
や

ち
や
せ
ん

荷
物
（
永
代
節
用
無
尽
蔵
文
久
四
年
刊
）
に
広
く
用
い
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
茶
笑
を
「
茶
笑
一
箇
」
（
都
会
節
用
百
家
通
、
女
文
通
宝

袋
文
化
十
五
年
刊
な
ど
）
と
数
え
た
例
が
あ
る
。
そ
の
素
材
や
形
態
に
関
わ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

○
　
小
山
勘
解
由
仙
翁
化
〓
薗
く
れ
候
也
、
（
文
明
十
二
・
六
二
「
十
七
）

○
　
京
へ
草
花
二
箇
、
す
き
の
は
上
候
也
、
（
文
明
十
二
・
七
・
七
）

く
わ
ん

［
管
］
　
実
隆
公
記
に
は
色
々
な
種
類
の
筆
が
見
え
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
数
え
る
助
数
詞
と
し
て
「
管
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
本
資
料
に
も

同
様
の
例
は
あ
る
が
、
表
記
は
「
官
」
、
ま
た
、
「
巻
」
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
、
笠
に
は
「
管
」
と
見
え
る
。

○
　
今
朝
濃
州
へ
請
取
二
通
・
筆
十
官
、
辻
方
へ
下
候
也
、
枝
村
あ
き
人
、
（
延
徳
三
・
十
二
・
二
十
六
）

○
　
禁
裏
ヨ
リ
難
波
殿
笠
二
管
作
被
申
候
也
、
八
十
九
フ
ヘ
／
ツ
ネ
ノ
也
、
）
（
延
徳
元
・
八
・
十
）



は
こ
［
箱
］
　
こ
れ
も
日
常
的
な
器
物
に
出
る
助
数
詞
で
あ
る
。
中
世
の
辞
書
頬
に
は
見
え
な
い
よ
う
だ
が
、
実
隆
公
記
に
は
、
梅
、
串
柿
、
葛
粉
、

き

う

り

　

た

う

ふ

塩
、
八
木
、
綿
を
数
え
る
助
数
詞
と
し
て
見
え
る
。
本
資
料
で
は
、
胡
瓜
、
豆
腐
、
米
を
数
え
る
。

○
　
た
う
ふ
一
は
こ
進
上
、
（
寛
正
四
・
十
二
二
十
九
）

ふ

L

　

か

つ

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

8

）

［
節
］
　
鰹
節
を
「
節
」
で
数
え
る
例
は
、
平
城
宮
跡
出
土
木
簡
以
下
、
日
葡
辞
書
な
ど
に
こ
れ
が
見
え
て
い
る
。

○
　
大
こ
ん
五
十
文
、
五
十
八
ハ
、
か
つ
ほ
一
ふ
し
、
（
中
略
）
、
か
ら
さ
け
五
尺
三
百
文
、
（
文
明
十
三
・
十
・
十
三
）

別
に
、
「
ふ
L
か
つ
ほ
二
」
（
文
明
十
三
‥
十
二
・
二
十
九
）
、
「
ふ
L
か
つ
ほ
百
」
（
文
明
十
八
・
九
・
二
）
と
も
見
え
る
。

こ
，
か
ご

［
籠
］
　
瓜
の
顆
、
そ
の
他
の
野
菜
、
き
の
こ
、
果
物
、
餅
、
炭
を
対
象
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
実
隆
公
記
と
補
い
合
う
と
こ
ろ

（9）

が
大
当
い
。
や
は
り
、
手
近
な
。
常
用
品
に
出
る
助
増
で
あ
る
。
な
め
す
す
き
と
は
、
エ
ノ
キ
茸
の
類
で
あ
ろ
う
か
。
（
1
1
）

「
籠
」
と
い
う
単
位
は
、
古
く
、
平
城
宮
跡
出
土
木
簡
や
天
平
宝
字
六
年
の
雑
物
出
納
帳
（
大
日
本
古
文
書
、
第
十
六
巻
、
八
八
）
、
そ
の
他

に
見
え
て
い
る
。
和
名
抄
に
も
、
「
籠
」
と
い
う
竹
器
を
「
和
名
古
俗
用
旅
籠
二
字
云
波
太
古
今
案
所
出
未
詳
」
と
説
明
し
て
い
る
（
道
円
本
、

か

ご

　

か

ご

巻
十
六
、
八
ウ
）
。
こ
れ
に
対
し
、
「
籠
・
（
藍
）
」
と
い
う
言
葉
（
名
詞
）
の
文
献
に
確
認
さ
れ
る
の
は
、
中
世
に
下
っ
て
の
こ
と
ら
し
い
（
文

ひ

と

こ

　

　

　

　

　

　

い

つ

ろ

う

明
本
節
用
集
、
天
正
十
八
年
本
節
用
集
）
。
中
世
の
辞
書
類
で
も
、
助
数
詞
の
そ
れ
を
「
一
籠
」
、
ま
た
は
、
「
一
籠
」
と
読
ま
せ
る
も
の
は
あ
っ

ひ
と
か
ご

て
も
「
一
籠
」
と
読
ま
せ
る
も
の
は
、
ま
だ
管
見
に
し
な
い
。
そ
の
点
、
次
は
珍
し
い
。

○
　
こ
れ
ハ
く
ゝ
り
す
ミ
う
り
候
者
に
て
候
、
し
は
す
に
す
ミ
三
か
出
候
、
一
か
こ
あ
つ
か
り
と
り
候
也
（
長
禄
元
・
十
二
・
六
、
頭
注
）

り

ふ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

り

ふ

　

つ

ぶ

［
粒
］
　
中
世
の
辞
書
類
で
は
、
丸
薬
や
米
麦
、
仏
舎
利
等
を
「
粒
」
「
粒
」
で
数
え
て
い
る
。
本
資
料
で
も
同
趣
で
あ
る
。

○
　
今
日
賀
茂
祭
、
あ
め
ち
ま
き
五
十
粒
、
（
文
明
十
二
・
四
二
幸
三
）

ま

あ
め
ち
ま
き
は
、
綜
の
一
種
で
飴
色
を
し
た
も
の
を
い
う
。
綜
は
、
別
に
、
「
把
」
で
数
え
て
い
る
（
西
鶴
に
は
「
連
」
も
）
。

く
み
［
組
］
　
次
の
よ
う
に
し
て
見
え
る
。
「
本
所
」
と
は
、
山
科
言
国
を
さ
す
。

○
　
禁
裏
ヨ
リ
ミ
イ
ロ
木
弐
ク
ミ
、
本
所
へ
ま
い
ら
せ
ら
れ
候
也
、
一
く
ミ
に
十
六
宛
、
（
文
明
十
八
・
七
・
二
）

「
山
科
家
礼
記
」
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

○
　
禁
裏
ヨ
リ
本
所
へ
三
色
木
二
組
被
進
候
、
（
延
徳
三
・
正
・
二
）

ミ

イ

ロ

キ

「
三
色
木
」
に
つ
き
、

（

く

み

）

　

　

　

　

（

く

み

）

　

　

　

　

（

く

み

）

　

　

　

　

（

よ

り

）

実
隆
公
記
に
は
「
三
尋
木
五
紐
」
「
三
尋
木
半
組
」
「
三
尋
木
一
紋
」
「
三
尋
木
三
捷
」
と
見
え
る
。
正
し
く
は
、

み

ひ

ろ

ぎ

「
三
尋
木
」
と
書
く
。
三
尋
ば
か
り
の
角
材
で
、
多
く
神
楽
の
時
、
楽
人
の
座
と
す
る
。

し
ゆ
く

［
縮
］
　
用
例
は
「
具
」
の
条
に
掲
げ
た
。
「
具
足
一
し
ゆ
く
と
ハ
」
と
見
え
る
。
一
揃
い
の
甲
胃
の
意
の
よ
う
で
あ
る
の
で
、
中
世
の
辞
書

し

ゆ

く

　

ヒ

ヤ

ウ

　

グ

類
に
お
け
る
調
査
の
折
に
は
、
こ
れ
を
助
数
詞
と
認
め
な
か
っ
た
。
永
代
重
宝
記
（
天
明
七
年
刊
）
に
は
「
一
縮
（
兵
／
具
）
」

い

つ

し

ゆ

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

1

2

）

い
ろ
は
節
用
集
大
成
（
文
化
十
三
年
刊
）
に
は
「
一
縮
（
鎧
『
一
ヒ
ト
ツ
縮
チ
ヾ
ム
）
」
（
数
量
部
）
と
見
え
る
。

ノ
ヽ
り
［
繰
］
　
こ
の
漢
字
表
記
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
帯
を
対
象
と
す
る
貴
重
な
用
例
で
あ
る
。

○
　
御
西
向
よ
り
帯
二
十
く
り
被
下
候
也
、
（
長
禄
元
・
十
二
・
五
）

か

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

1

3

）

［
蓋
］
　
菅
笠
を
数
え
る
。
類
例
は
、
西
大
寺
資
財
流
記
帳
（
宝
亀
十
一
年
）
以
下
、
西
鶴
作
品
な
ど
に
も
見
え
る
。

〇
　
位
大
す
け
か
さ
一
か
い
麦
粉
袋
算
用
状
在
也
、
（
応
仁
二
・
六
・
三
）

（
数
量
門
）
、

容
器
の
蓋
を
借
用
す
る
と
こ
ろ
に
生
じ
た
助
数
詞
「
蓋
」
は
、
実
隆
公
記
に
見
え
て
い
る
。

ふ

く

ろ

・

た

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

や

［
袋
］
　
対
象
と
し
て
茶
袋
が
多
い
。
こ
れ
は
一
般
的
傾
向
に
添
う
も
の
で
、
そ
の
他
、
小
豆
、
樫
、
薬
な
ど
の
袋
入
り
を
数
え
て
い
る
。

か
や

「
柏
」
　
「
栢
」
は
、
樫
の
実
と
関
係
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
　
（
本
朝
食
鑑
、
菓
部
、
樫
子
）
。

つ
つ
み

［
裏
］
　
栗
、
蜜
柑
、
熟
柿
な
ど
を
手
軽
く
包
ん
だ
も
の
を
数
え
て
い
る
ら
し
い
が
、
鯖
、
鰹
、
薬
玉
の
糸
な
ど
も
見
え
て
い
る
。

○
　
く
す
た
ま
の
い
と
二
つ
～
み
本
所
、
（
延
徳
四
・
五
・
三
）

か
し
ら

［
頭
］
　
烏
帽
子
、
立
烏
帽
子
、
兜
を
数
え
る
。
こ
う
し
た
用
法
は
、
な
ぜ
か
、
中
世
の
辞
書
類
に
は
見
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

○
　
い
ほ
腹
当
二
両
・
か
ふ
と
二
頭
上
候
、
（
文
明
九
・
十
一
・
十
）

○
　
東
庄
へ
弥
三
郎
今
朝
下
、
立
ゑ
ほ
し
二
か
し
ら
持
上
候
、
御
雑
色
の
也
、
（
長
享
三
・
六
・
二
十
こ

平
安
初
期
の
寺
院
文
書
や
延
喜
式
で
は
、
呉
楽
面
形
、
師
子
、
冠
を
「
頭
」
で
数
え
て
い
る
。
実
隆
公
記
に
も
「
烏
帽
子
五
頭
」
と
見
え



ず

き

ん

　

わ

た

ぼ

う

し

ひ

と

か

し

ら

　

　

　

　

　

　

　

ゑ

ぽ

し

　

　

　

　

　

　

　

か

ぶ

と

　

づ

　

て

き

　

　

は

ね

る
。
近
世
に
下
る
と
、
「
頭
巾
綿
帽
子
一
頭
」
（
書
札
調
法
記
）
、
「
烏
帽
子
一
頭
と
い
ふ
」
二
胃
一
頭
〈
敵
に
ハ
一
別
と
い
ふ
〉
」
（
万
物

か
ぶ
と

用
文
章
）
、
「
胃
。
（
一
頭
）
」
（
都
会
節
用
百
家
通
）
、
そ
の
他
の
類
例
が
あ
る
。

［
連
］
多
様
な
用
例
が
見
え
る
。
乾
物
や
山
葵
な
ど
、
糸
や
串
に
通
し
た
り
紐
で
編
ん
だ
り
し
た
形
で
売
買
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

れ
ん

［
銚
］
銚
そ
の
も
の
は
、
本
来
、
物
を
入
れ
て
温
め
る
器
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
本
資
料
で
は
酒
器
と
し
て
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。

て
ヽ
つ

○
　
御
所
へ
御
い
わ
ゐ
の
た
る
一
〈
十
三
跳
）
、
（
寛
正
四
・
正
二
）

別
に
は
「
二
極
二
跳
御
持
参
」
（
応
仁
二
・
四
・
七
）
と
見
え
る
が
、
こ
れ
は
、
肴
二
樽
酒
二
跳
の
意
で
あ
る
。

［
銚
子
］
銚
子
そ
の
も
の
は
、
酒
を
注
ぐ
器
、
と
く
。
、
さ
し
な
べ
の
こ
と
で
、
右
の
銚
と
同
義
で
使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

て
I
フ
し

○
　
本
所
御
い
わ
ゐ
、
さ
け
十
て
う
し
、
八
十
四
文
〈
料
足
〉
、
（
寛
正
四
‥
十
一
・
一
）

○
　
本
所
女
房
衆
御
視
清
二
銚
子
、
（
応
仁
二
二
∵
一
）

○
　
御
か
わ
ら
け
の
物
一
、
〈
く
ら
け
、
御
て
う
し
／
二
て
う
し
代
目
是
出
候
也
、
〉
（
文
明
十
二
・
十
二
・
十
六
）

銚
も
銚
子
も
、
器
物
名
（
名
詞
）
を
助
数
詞
と
し
て
用
い
る
も
の
で
、
実
隆
公
記
に
は
見
え
て
い
な
い
。

［
鉢
］
対
象
は
、
餅
、
果
物
、
野
菜
等
の
食
品
類
に
限
定
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。
中
世
の
誓
顆
に
も
見
え
る
助
数
詞
で
あ
る
。

は
ち

［
間
］
家
屋
の
軒
数
を
い
う
。
こ
れ
は
、
文
明
本
節
用
集
、
そ
の
他
に
示
さ
れ
て
い
る
用
法
で
あ
る
。

け
ん

○
　
今
夕
六
過
二
此
陣
屋
東
三
閉
め
の
た
～
ミ
や
も
へ
あ
か
り
候
也
、
（
文
明
九
・
十
・
六
）

○
　
西
院
地
蔵
董
略
）
茶
屋
十
・
二
十
間
計
候
、
（
文
明
十
二
・
八
・
十
）

○
　
鳥
屋
二
間
よ
り
鳥
一
出
之
、
（
文
明
十
三
・
十
二
二
二
十
）
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
い
じ
　
　
　
　
　
　
号
　
つ
い

［
讐
文
明
十
一
年
本
下
学
集
や
日
葡
辞
書
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
な
ど
に
よ
る
と
、
瓶
子
は
対
を
な
し
て
い
て
「
一
讐
「
一
封
」

さ
ヽ
つ

と
数
え
る
。
実
隆
公
記
に
も
、
「
錫
物
一
撃
」
「
瓶
一
讐
、
ま
た
、
「
錫
物
一
封
」
と
見
え
る
。

［
領
］
主
に
、
具
足
類
を
対
象
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
実
隆
公
記
と
の
大
き
な
相
違
点
の
一
つ
で
あ
る
。

り
や
1
つ

「
山
科
家
礼
記
」
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

〇
　
是
之
具
足
数
つ
～
ミ
腹
当
四
両
、
を
と
し
腹
当
三
両
、
同
丸
二
両
又
つ
～
ミ
具
足
一
両
、
吉
腹
当
一
両
以
上
十
一
両
（
此
外
御
タ
ツ
腹

当
二
／
入
道
殿
、
予
具
足
別
候
也
、
）
（
長
禄
元
・
十
一
・
十
三
）

○
　
忠
英
所
ヨ
リ
同
丸
一
領
来
候
、
此
方
裏
腹
巻
取
替
借
遣
候
也
、
（
応
仁
二
・
六
・
四
）

○
　
大
原
へ
か
ふ
と
・
く
そ
く
一
両
か
し
候
也
、
（
文
明
十
二
・
四
・
八
）

つ
つ
み裏
腹
当
、
裏
具
足
、
裏
腹
巻
と
見
え
る
の
は
、
そ
の
表
面
を
綾
、
鍛
子
、
綜
子
な
ど
で
包
ん
だ
上
物
で
あ
る
。
本
資
料
は
、
動
乱
時
代
に

成
立
し
て
い
る
。
多
く
の
甲
胃
、
胴
丸
、
腹
当
等
が
見
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
伴
っ
て
助
数
詞
「
領
・
（
両
）
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

だ［
駄
］
　
米
穀
、
海
産
物
、
金
属
、
染
料
、
そ
の
他
の
運
送
物
資
の
荷
駄
を
数
え
る
。
用
例
中
、
足
駄
と
見
え
る
の
は
次
で
あ
る
。

○
　
あ
し
た
一
駄
十
文
、
か
ち
二
文
、
（
文
明
十
二
・
正
・
二
十
六
）

応
永
二
年
度
朽
木
口
関
率
分
両
様
取
様
案
の
中
に
見
え
る
一
ヶ
条
で
、
駄
荷
と
歩
荷
と
の
両
様
が
記
さ
れ
て
い
る
。

［
い
か
き
］
　
い
か
き
は
、
物
類
称
呼
安
永
四
年
刊
本
に
、
「
腎
　
い
か
き
○
畿
内
及
奥
州
に
て
○
い
か
き
江
戸
に
て
○
ざ
る
」
（
四
、
四
オ
）

と
見
え
る
。
こ
れ
を
器
物
称
量
法
と
し
て
用
い
た
も
の
で
、
用
例
は
多
い
。
日
常
的
な
助
数
詞
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る

。
は
ら
ひ
ひ
こ
七
、
二
い
か
き
又
一
い
か
き
、
い
ま
一
い
か
き
ハ
に
し
お
う
ち
よ
り
、
せ
い
は
ん
事
、
（
文
明
十
二
・
三
・
七
）

○
　
政
所
や
し
き
の
し
ふ
か
き
一
い
か
き
出
之
、
数
二
百
五
十
計
軟
、
（
文
明
十
二
・
九
・
二
十
こ

。
わ
ら
ひ
七
郎
さ
へ
も
ん
三
い
か
き
今
日
納
候
、
こ
か
き
ハ
き
た
と
の
ゝ
分
、
せ
ん
さ
う
坊
「
い
か
き
出
候
、
き
た
と
の
ゝ
御
ふ
ん
、

（
延
徳
三
二
二
8
十
三
）

か

ら

さ

け

　

　

　

　

す

［
お
し
］
　
用
例
は
次
だ
が
、
未
詳
で
あ
る
。
「
か
ら
さ
け
」
と
は
、
乾
鮭
で
な
く
、
苦
酒
、
即
ち
、
酢
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
存
疑
。

。
ひ
る
予
七
郷
へ
た
る
七
・
か
ら
さ
け
一
お
し
□
・
大
こ
ん
一
お
し
宛
遣
之
、
同
お
け
ひ
し
や
く
て
う
し
そ
へ
候
也
、
（
文
明
十
二
‥
†
一
・

六
）

と

の

こ

　

　

　

　

　

か

は

ら

け

［
か
は
ら
け
］
　
大
工
の
用
い
る
砥
粉
を
素
焼
き
の
土
器
で
数
え
た
も
の
で
あ
る
。
酒
、
銅
の
湯
等
を
も
数
え
る
（
宇
治
拾
遺
物
語
）
。



○
　
め
～
か
と
の
こ
一
か
わ
ら
け
も
ち
き
た
ら
れ
候
、
（
延
徳
四
・
正
・
五
）

［
か
ら
げ
］
　
物
を
結
び
か
ら
げ
た
も
の
を
数
え
る
と
い
う
（
日
葡
辞
書
）
。
用
例
中
の
ハ
ナ
ヒ
ラ
と
は
、
花
弁
餅
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

○
　
う
は
あ
め
二
か
ら
け
ミ
や
け
と
て
く
れ
候
也
、
（
文
明
十
二
・
十
一
二
一
十
二
）

○
　
も
ち
い
一
か
ら
け
彦
兵
衛
方
遣
之
、
（
延
徳
元
・
十
一
・
四
）

右
の
、
「
い
か
き
」
「
か
は
ら
け
」
「
か
ら
げ
」
な
ど
も
、
極
め
て
日
常
的
な
助
数
詞
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
が
、
実
隆
公
記
に
は
用
例
が
見

え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

三
　
実
隆
公
記
と
の
比
較

山
科
家
礼
記
に
お
け
る
助
数
詞
の
特
徴
を
窺
う
た
め
に
、
時
代
、
ま
た
、
位
相
や
ジ
ャ
ン
ル
の
異
な
る
資
料
と
比
較
し
て
み
る
必
要
が
あ

る
。
し
か
し
、
い
き
な
り
正
倉
院
文
吉
や
延
喜
式
、
ま
た
、
花
園
天
皇
展
記
や
中
世
文
学
作
品
な
ど
と
比
較
し
て
い
く
の
は
、
必
ず
し
も
有

効
な
方
法
で
は
な
か
ろ
う
。
そ
こ
で
、
以
下
に
は
、
時
代
の
ほ
ぼ
同
じ
、
し
か
し
、
記
者
の
性
格
の
異
な
る
実
隆
公
記
と
較
べ
て
み
る
。

実
隆
公
記
は
、
公
家
社
会
最
高
の
文
化
人
と
称
さ
れ
た
三
条
西
実
隆
二
十
歳
の
文
明
六
年
二
四
七
四
）
か
ら
死
の
前
年
八
十
二
歳
の
天
文

五
年
ま
で
の
六
十
三
年
間
の
記
録
で
あ
る
（
一
部
欠
落
あ
り
）
。
年
代
上
は
、
山
科
家
礼
記
に
一
部
重
な
っ
て
後
続
す
る
形
で
あ
る
。

［
A
］
　
山
科
家
礼
記
に
見
え
て
、
実
隆
公
記
に
見
え
な
い
も
の

く
L
　
　
　
　
が
ふ
し
　
　
　
　
か
み
ふ
く
ろ
　
　
　
ち
ゃ
う
　
　
　
を
し
き
　
　
　
　
さ
し
　
　
　
ひ
さ
げ
　
　
　
　
こ

串
　
　
合
子
　
　
帝
袋
　
　
帳
　
　
折
敷
　
　
指

提
　
　
箇

ふ

し

　

　

く

み

　

　

し

ゆ

く

節
　
　
組
　
　
縮

て

う

　

　

て

う

し

　

　

り

や

う

銚
　
　
銚
子
　
　
領
　
　
い
か

き
　
　
お
し
　
　
か
は
ら
け
　
　
か
ら
げ
　
　
つ

右
に
多
を
占
め
る
の
は
食
品
関
係
の
助
数
詞
で
あ
る
。

［
B
］
　
実
隆
公
記
に
見
え
て
、
山
科
家
礼
記
に
見
え
な
い
も
の

い
ん
　
　
　
　
　
　
お
ん
：
こ
ゑ
　
　
　
か
い
　
　
　
　
　
　
か
い
・
た
る
　
　
　
が
う
　
　
　
　
　
　
か
ん
・
は
こ
　
　
　
　
き

韻
・
駒
　
音
　
　
　
階
　
　
　
櫨
　
　
　
競
　
　
　
函

「
山
科
家
礼
記
」
　
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て

紀

き
ふ
　
　
　
　
　
　
か
う
，
く
だ
り

級
　
　
　
行四

五



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語

き
や
く
，
あ
し
　
　
き
よ
く

脚
　
　
　
曲

よ

り

　

　

　

ぎ

捷
　
　
　
座

し
や
う
　
　
　
　
　
　
し
ゆ
。
き

唱
　
　
　
株

軋
　
　
酎

は

い

　

　

　

ば

ん

輩
　
　
　
盤

は
　
　
　
肥

⊥

′

T

　

　

　

　

　

万

／

き
よ
く
局さい才しゆ

・
た
き

娃ちつ峡
ひ
つ筆れん聯

研
　
究

掛
さ
い歳じゆ

ん
旬

く
み組

び
ん婚

く
わ顆さい載

じ
ゆ
ん
・
め
ぐ
り

巡
ぢ
ん陣鍋

lrゎ肋
堂
口旧

じ
ゆ
ん
順
で
う候

く
み紋

け
い茎

・
さ
、
フ草

せ
い
，
こ
ゑ

馨てき滴
へ
い柄

く
く
h
ソ
結さつ冊せき隻

で
ふ畳

は
さ
み

括
　
爽
さ
ふ
，
め
ぐ
り

匝そん尊信
固
芥

へ
ん
，
あ
み

編

け
ふ
・
ほ
こ

筐
さ
ん蓋だ，

え
だ

柔
と
ん董∴

・
1
‥

I
L戸

し
，
え
だ

支だい代
と
ん
・
と
う

屯
め
い名

四
六

こ
，
つ
ぼ

壷し紙
・
稀

さ
を樺にち

，
か

自
な
が
れ流

須
・
剋

し
、
つ周たん

山
而

上
り
一
ね
ん年

り
う
，
な
が
れ

旗

紙
面
の
制
約
上
、

そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
語
は
省
略
し
た
が
、

そ
れ
で
も
、
多
い
の
は
、
風
流
韻
事
、
学
問
・
芸
術
、
香
、
節
句
、
灸
、
仏
像
・

経
典
な
ど
に
関
わ
る
助
数
詞
で
あ
る
と
知
ら
れ
よ
う
。
［
A
］
の
一
群
に
比
し
て
用
例
数
が
格
段
に
多
い
の
は
、
資
料
自
体
の
言
語
量
も
実
隆

自
身
の
語
彙
量
も
多
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
調
査
で
は
助
数
詞
の
範
疇
が
や
や
広
く
取
っ
て
あ
る
せ
い
も
あ
る
。

［
C
］
　
双
方
に
共
通
す
る
助
数
詞

ち
や
う丁

く
ち
°
く
°
こ
、
つ

b
口
ち
ゃ
う
・
（
は
り
）

a
張
は
い
a
盃
・
杯

す
ぢ
a
筋

い
ろ
・
（
し
き
）

a
色
か
さ
ね
・
へ
・
（
ぢ
う
）

重

ま
る
a
丸
句かけ
a
懸
ヰ
い
・
（
ひ
ら
）

＊
枚

つ
つ
・
（
と
う
）

b
筒
か
・
（
に
）

＊
荷
は
ち

に
ん人

が
ふ合

し
よ
°
と
こ
ろ

所
し
，
え
だ

枝
く
わ
ん

a
輿
受
＝
瑚
　
a
鄭
　
b
現

こ
ん
・
（
こ
う
）

a
喉

＊
掛

て
°手をけ

＊
桶
は
こ

（
し
ゆ
）
　
　
は
・
（
た
ば
ね

a
把

管
・
官
b
箱

か
い
・
（
ふ
た
）
　
　
た
い
・
ふ
く
ろ

蓋
　
　
＊
袋

け
ん
・
（
ま
）
　
　
さ
う

b
概
こ
，
か
ご

＊
籠a
覇
め
ん
，
お
も
て

＊
鉢
　
　
b
間
　
　
b
讐
・
双
a
面

首
　
　
a
駄

ぜ
ん
a
前

し
や
く

a
尺
ふ
り振こん戯つぎ続

た
い鉢肺

は
う
・
つ
つ
み

b
包
で
ふ

＊
帖
ち
や
う挺
・
廷

へ
い瓶ま掛

か
し
ら
・
（
と
う
）

撃
疋

ふ
く幅酎月つが

ひ
・
（
ば
ん
）

b
番
え
、
フ
°
こ
し

腰つう

く

わ

ん

　

　

　

へ

ん

a
巻
　
　
　
反

頭
　
　
a
通

bケI

ど
・
（
た
び
）

度
は
ん
・
（
も
と
）

a
本
ぼ
ん
a
盆
ぜ
ん膳

れ
ん
a
連

く
わ
い
・
（
め
ぐ
り
）

b
回
・
廻

そ
く
・
（
た
ば
ね
）

＊
束
b
私
邸ぷ部

右
の
内
、
よ
り
多
様
な
用
法
が
、
山
科
家
礼
記
の
方
に
見
ら
れ
る
場
合
に
a
印
を
、
逆
に
、
実
隆
公
記
の
方
に
見
ら
れ
る
場
合
に
b
印
を

付
し
た
。
a
印
は
［
A
］
に
、
b
印
は
［
B
］
に
、
そ
れ
ぞ
れ
次
ぐ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
双
方
に
多
く
の
用
法
が
見
ら
れ
、
補
い
合
う
と



こ
ろ
が
大
き
い
場
合
に
は
＊
印
を
付
し
た
。
「
手
」
「
蓋
」
「
間
」
は
、
実
は
、
双
方
の
間
に
用
法
が
異
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
こ
こ
で
は
、
［
匹
－
疋
〓
回
－
廻
〓
杯
－
盃
〓
挺
－
廷
〓
杯
－
盃
］
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
を
同
じ
も
の
と
し
て
扱
っ
た
。

四
　
用
法
の
分
類

本
資
料
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
き
、
こ
れ
ま
で
は
そ
の
用
い
ら
れ
る
対
象
に
重
点
を
お
い
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
助
数
詞
に
つ
き
、

用
法
（
機
能
・
性
格
）
の
面
か
ら
分
類
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
（
〈
〉
印
は
参
考
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
）

（
一
）
個
体
そ
の
も
の
の
数
量
を
表
す

①
数
を
数
え
る
助
数
詞

ち
や
う

（
イ
）
単
数
…
・
…
‥
丁
ち
や
う
張りふ粒けん間

（
ロ
）
複
数

つ
い

（
a
）
定
数
…
…
封

（
b
）
不
定
数
…
具

②
量
を
は
か
る
助
数
詞

へ
う

［
器
物
に
よ
る
∵
・
俵はこ箱

（
性
質
、
形
状
等
に
よ
る
）

ま

る

　

　

ひ

と

丸
　
　
大

し
よ
，
と
こ
ろ
ち
ゃ
う

所くみ組めん面
か
け
（懸）
か
け懸が

ふ合
こ
，
か
ご

籠

挺掛
り
や
う
領て手癖が

ふ
　
し

り
や
う
両はん本つぎ緯

し
ゆ首

さ
し指ゞ瓢き

ぜ

ん

　

　

ひ

き

　

　

く

わ

ん

　

　

く

ち

　

　

く

　

　

こ

ん

　

　

う

　

　

し

ゃ

く

　

　

で

ふ

　

　

ち

ゃ

う

　

　

ふ

く

前

　

八

匹

）

　

巻

　

口

　

句

　

喉

　

宇

　

尺

　

帖

　

帳

　

幅

ま

い

　

　

し

・

え

だ

　

だ

ん

　

　

へ

ん

　

　

ひ

き

　

　

は

い

　

　

し

ゆ

　

　

ひ

っ

　

　

す

ぢ

　

　

く

わ

ん

　

　

ふ

し

枚

　

枝

　

段

　

片

　

疋

　

イ

盃

　

種

　

（

筆

）

　

筋

　

管

　

節

ま

　

　

こ

し

　

　

ぜ

ん

　

　

そ

う

　

　

い

ろ

　

　

か

い

　

　

そ

く

　

　

た

い

　

　

か

し

ら

　

　

つ

う

　

　

か

さ

ね

・

へ

羽

l

　

腰

　

膳

　

般

　

色

　

蓋

　

口

足

　

鉢

　

頭

　

通

　

重

き騎

　

　

け

　

　

つ

つ

が

ひ

　

そ

く

　

　

さ

う

番
　
イ
足
　
　
讐

合
子
　
器

た
い
，
ふ
く
ろ
か
い

袋
　
　
貝

か
み
ぷ
く
ろ

帝
袋

鐙封

く
し

［
処
置
方
法
に
よ
る
］
…
…
串

き
れ
　
　
　
　
は
う
・
つ
つ
み
は

切
　
　
包
　
　
把

を

り

　

　

を

し

き

ひ

さ

げ

折
　
　
折
敷
　
捏

て

う

し

　

は

ち

　

　

だ

銚
子
　
鉢
　
　
駄

ふ

く

　

そ

く

　

　

け

つ

（
服
）
　
束
　
　
結

は

い

　

を

け

　

た

る

　

へ

い

ロ
盃
　
　
桶
　
樽
　
瓶

い
か
き
　
か
は
ら
け

カ
　
　
　
　
っ
っ
み
　
　
　
れ
ん

荷
　
豪
　
連
　
　
か
ら
げ

ぼ

ん

　

　

つ

つ

盆
　
　
筒

こ箇

「
山
科
家
礼
記
」
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究へん

（
二
）
個
体
の
運
動
の
回
数
を
表
す
…
…
反

＊
分
類
未
詳
…
つ
＝
お
し

が

ふ

　

か

け

　

・

d

く

「
合
」
「
懸
」
「
服
」
　
に
つ
い
て
は
、
今
、

ど

　

　

く

わ

い

　

は

い

　

　

ふ

り

　

　

ふ

く

度
　
　
廻
　
　
拝
　
　
振
　
　
服

こ

ん

　

　

ば

ん

戯
　
　
番

は
い

右
の
よ
う
に
配
し
た
。
「
盃
・
杯
」
　
（
ィ
蛤
等
、
ロ
酒
等
）
、

つ

が

ひ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

く

し

　

れ

ん

「
番
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
配
し
た
。
「
串
」
「
連
」
な
ど
、
処
置
方
法
に
よ
る
も
の
と
し
た
が
、

そ

く

　

　

ぼ

く

り

　

　

　

　

　

　

　

ば

ん

「
足
」
　
（
ィ
木
履
等
、
ロ
鞠
等
）
、
「
番
」

品
物
に
よ
っ
て
は
（
ま
た
、
時
代
に
よ

っ
て
は
）
　
〓
疋
数
が
決
ま
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

右
を
一
見
す
る
に
、
「
（
一
）
②
量
を
計
る
助
数
詞
」
の
比
率
が
高
い
こ
と
に
気
付
か
れ
る
。
（
こ
全
体
の
内
の
三
割
半
ば
に
も
達
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
正
倉
院
文
書
や
延
喜
式
の
よ
う
な
公
的
性
格
の
強
い
文
書
や
法
制
資
料
、
及
び
、
公
家
の
記
録
類
、
ま
た
、
中
国
古
代
の
蜂

燵
遺
跡
・
墓
葬
出
土
文
書
、
帳
簿
・
遣
策
の
類
で
は
、
こ
の
部
分
の
比
率
は
こ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
。
こ
れ
が
高
い
の
は
、
非
公
的
・
私
的
性

格
の
強
い
、
か
つ
、
叙
述
型
の
文
体
を
有
す
る
資
料
で
あ
る
。
こ
う
し
た
資
料
で
は
、
生
活
臭
の
強
い
言
葉
、
即
ち
、
口
頭
語
や
通
俗
語
を

用
い
る
こ
と
も
多
い
。
先
の
、
今
昔
物
語
集
の
、
就
中
、
「
本
朝
世
俗
部
」
の
よ
う
な
場
合
も
、
正
し
く
そ
れ
で
あ
っ
た
。
日
葡
辞
書
に
も
、

こ
の
種
の
助
数
詞
が
多
く
、
他
の
文
献
・
資
料
で
は
確
認
で
き
な
い
こ
と
が
少
な
く
な
い
が
、
同
様
に
、
こ
の
辞
書
に
は
、
そ
れ
だ
け
日
常

生
活
に
密
接
し
た
通
俗
的
な
語
彙
（
助
数
詞
）
も
積
極
的
に
登
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
「
（
二
）
個
体
の
運
動
の
回
数
を
表

す
」
助
数
詞
も
八
例
見
え
て
い
る
。
こ
れ
も
叙
述
型
の
文
体
に
よ
る
資
料
に
窺
え
る
傾
向
の
一
つ
で
あ
る
。

お

　

わ

　

り

　

に

山
科
家
礼
記
は
、
中
世
史
研
究
の
た
め
に
は
極
め
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
方
、
そ
れ
だ
け
に
、
ま
た
、
当
時
の
京
都
や
そ

の
周
辺
地
域
に
お
け
る
世
情
、
政
治
・
経
済
、
生
活
等
々
の
諸
様
態
、
衣
・
食
・
住
文
化
等
を
熟
知
し
た
上
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
精
確
な
読

解
は
困
難
か
も
知
れ
な
い
。
本
稿
で
は
、
助
数
詞
研
究
の
面
か
ら
そ
の
一
部
を
管
見
し
た
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
、
中
世
辞
書
類
や
実

さ

し

　

ひ

さ

げ

　

か

ご

　

く

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

ん

　

し

や

く

　

ち

や

う

　

か

け

　

は

い

隆
公
記
に
も
見
え
な
い
助
数
詞
（
「
指
」
「
提
」
「
籠
」
「
繰
」
等
）
、
日
常
的
・
通
俗
的
と
見
ら
れ
る
助
数
詞
用
法
（
「
喉
」
「
尺
」
「
張
」
「
懸
」
「
盃
」



り

や

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

け

　

　

　

は

い

「
領
」
等
）
な
ど
が
、
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
「
懸
」
や
「
盃
」
な
ど
は
、
そ
の
本
来
の
用
法
に
つ
い
て
再
考
す
る
余
地

も
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
器
物
名
や
処
置
・
行
為
方
法
な
ど
か
ら
転
成
し
た
助
数
詞
も
少
な
く
な
い
。
本
資
料
に
見
ら
れ
る
こ
う
し
た
助
数
詞
、

ま
た
、
そ
の
用
法
は
、
当
時
の
中
流
階
層
に
お
け
る
生
活
形
態
・
様
式
、
日
常
性
、
更
に
、
時
代
性
を
よ
く
反
映
し
て
お
り
、
他
の
文
字
資

料
・
記
録
資
料
に
見
え
な
い
の
は
、
却
っ
て
、
そ
れ
故
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

注
（1）
（2）

（3）
（4）
（5）

6789

吉
田
元
「
中
世
の
光
景
5
1
」
、
『
朝
日
新
聞
』
、
一
九
九
二
年
十
二
月
二
十
六
日
、
十
九
両
掲
載
。

中
世
、
及
び
、
近
世
の
辞
書
類
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
中
世
辞
書
類
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
」
　
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
、
第
十
六
韓
、
一
九

九
三
年
五
月
）
　
に
よ
る
。

山
内
洋
一
郎
「
中
世
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
」
、
『
広
島
文
教
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
、
Ⅴ
、
一
九
七
一
年
。

大
上
騰
御
名
之
事
、
『
群
書
類
従
』
、
武
家
部
（
二
）
、
第
二
十
三
韓
、
昭
和
二
十
六
年
九
月
、
群
書
類
従
刊
行
会
、
二
一
頁
。

書
札
礼
、
ま
た
、
故
実
書
に
つ
い
て
は
、
左
記
、
ま
た
、
注
（
1
）
文
献
に
よ
る
。

拙
稿
「
近
世
の
往
来
物
・
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
の
考
察
－
『
女
文
通
宝
袋
』
　
に
つ
い
て
ー
」
、
『
国
文
学
致
』
、
第
二
二
八
号
、
一
九
九
三
年

六
月
。拙
稿
「
近
世
の
往
来
物
・
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
」
、
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
、
第
二
十
七
巻
、
第
一
号
、
平
成
五
年
十
二
月
。

『
大
辞
林
』
、
一
九
八
八
年
、
三
省
堂
、
九
七
〇
頁
。

拙
稿
「
西
鶴
作
品
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
」
、
『
島
大
国
文
』
、
第
二
十
二
号
、
平
成
五
年
三
月
。

拙
稿
「
平
城
宮
長
屋
王
邸
宅
跡
出
土
木
簡
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
」
、
『
国
語
教
育
論
叢
』
、
第
七
号
、
一
九
九
七
年
九
月
。

え

の

き

だ

け

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ね

ず

み

た

け

　

　

か

ん

と

う

　

　

な

め

す

す

き

『
本
朝
食
鑑
』
、
菜
部
・
榎
茸
の
条
に
、
榎
茸
に
似
た
鼠
茸
は
、
「
江
東
で
は
奈
米
須
須
峡
と
い
う
。
」
と
あ
る
　
（
島
田
勇
雄
訳
注
、
平
凡
社
刊
、

二
四
〇
貢
）
。
但
し
、
「
江
東
で
は
」
と
あ
る
点
は
、
問
題
で
あ
る
。

（
1
0
）
　
注
（
8
）
文
献
参
照
。

「
山
科
家
礼
記
」
　
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て



1121

0
J
l

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

関
根
真
隆
著
『
奈
良
朝
食
生
活
の
研
究
』
、
昭
和
四
十
九
年
五
月
、
吉
川
弘
文
館
刊
、
九
二
貢
、
そ
の
他
。

拙
稿
「
永
代
節
用
無
尽
蔵
・
い
ろ
は
節
用
集
大
成
に
お
け
る
助
数
詞
（
下
）
」
、
『
国
語
教
育
論
叢
』
、
第
五
号
、
一
九
九
五
年
九
月
。

拙
稿
「
古
文
書
に
お
け
る
助
数
詞
（
一
）
」
、
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
、
第
二
十
三
巻
、
第
二
号
、
平
成
元
年
七
月
。

拙
稿
「
奈
良
時
代
の
寺
院
縁
起
資
財
帳
に
お
け
る
助
数
詞
の
考
察
－
－
古
代
中
国
に
お
け
る
助
数
詞
に
触
れ
て
ー
」
、
『
［
継
承
と
展
開
　
1
］
古
代
語
の
構

造
と
展
開
』
、
一
九
九
二
年
六
月
、
和
泉
書
院
刊
、
一
四
六
頁
。

［
付
記
］

本
研
究
は
、
平
成
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
C
）
（
2
）
）
に
よ
る
「
日
本
語
に
お
け
る
助
数
詞
の
歴
史
的
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ

る
。本
稿
の
大
要
は
、
先
の
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
（
一
九
九
七
年
八
月
十
二
日
、
於
広
島
女
子
大
学
）
で
口
頭
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
小
林
芳
規
先
生
か

ら
は
貴
重
な
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
、
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。



［
別
表
］『
山
科
家
祀
記
』
に
お
け
る
助
数
詞

［
り
や
う
］

［
具
］「

・

」

［
表
記
］

［
対

象
（
表
記
は
底
本
の
表
記
の
ま
ま
と
す
る
）
］

［
丁
］［

ち
ゃ
う
］

［
張
］

［
串
］
1
「
束
」

［
く
し
］

［
ク
シ
］

［
丸
］

［
人
］

［
俵
］［

表
］

［
両
］
1
［
領
］

（
昆
若
）
、
輿
、

た
う
ふ
、
こ
ん
に
ゃ
く
、

御
輿
、
御
こ
し
、
／
タ
ウ
フ
、
た
う
（
マ
マ
）
、
昆
若
、

コ
ン
ニ
ャ
ク
、

「連」

ヒ
シ
、
串
柿
、
く
し
か
き
、
あ
ま
は
し
（
串
柿
カ
）
、

く
し
か
き
、
に
し
、

柿
、
串
柿
、

わ
ら
、
ワ
ラ
、
馬
ワ
ラ
、
藁
／
長
命
丸
、
命
久
丸
、

阿
税
円
、

御
牛
飼
、
ヤ
ネ
フ
キ
、
（
犬
追
物
）
人
数
、

米
、
大
豆
、
小
麦
、
麦
、

米
、
大
豆
、

御
供
出
車
、
御
車
、
御
く
る
ま
、
（
く
る
ま
・
す
な
）
、

「
山
科
家
礼
記
」
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て

［
切
］［

き
れ
］

［
キ
レ
］

［
前
］［

せ
ん
］

［
包
］
1
［
裏
］

［
匹
］［

引
］

［
巻
］

車
、
は
い
た
て
（
脛
楯
）
、
小
手
、
雑
色
狩
衣
、
／
御
楽
盤

渉
調
・
蘇
合
、
／
干
鯛
、

わ
り
す
ね
あ
て
、
籠
手
、
大
口
、
御
下
く
つ
、
雑

色
か
り
き
ぬ
、
指
貫
、
／
こ
き
、
／
蘇
合
、
万
秋
楽
、

万
シ
ウ
楽
、
／
笠
簑
す
き
、

Cf
‥
「
六
く
と
ハ
…
…
す
ね
あ
て
の
事
六
く
欺
」
、

「
六
具
大
仏
」
、

か
う
（
香
）
、
／
か
い
も
ち
い
、
ヒ
シ
餅
、

二
ハ
ル
（
？
）
、
／
餅
、
ひ
し
も
ち
い
、
か
ゝ
み
、

御
こ
き
、
御
供
、
御
く
う
、
は
す
の
は
の
御
た
い

（
？
）
、
い
ゝ
、
も
ち
、
御
か
ゝ
み
、
御
カ
＼
ミ
、

は
な
ひ
ら
、
く
き
や
う
、
／
火
箸
、

こ
き
、
御
く
う
き
や
う
、
う
ち
の
御
く
う
、
御
く

う
、
御
き
や
う
、

薬
老
痛
飲
、

き
ぬ
、
震
（
展
）
筆
（
御
手
本
）
、
手
本
、
あ
ミ
た
経
、
心
経
、

五
一



「
∴
」

［
反
］

［
口
］［

く
ち
］

［
句
］

［
合
］［

か
う
］

［
合
子
］

［
喉
］［

こ
ん
］

［
コ
ン
］

［
器
］

鎌
倉
時
代
語
研
究

御
経
（
寿
量
晶
）
、
法
華
録
、
／
花

た
い
は
ん
に
や
、

御
念
仏
、

御
鞍
、
へ
い
し
、

御
連
歌
、
平
家
、
平
説
、

C
f
‥
「
三
宮
萬
句
発
句
」
、

折
、
小
折
、
こ
お
り
、
横
、
長
横
、
唐
榎
、
か
ら

ひ
っ
、
中
辛
横
、
わ
り
こ
、
ふ
の
折
、
栗
折
、
／
氷

魚
、
海
苔
、
／
伏
見
院
御
手
本
、
御
楽
記
、
し
ゆ
く

し
（
宿
紙
）
、
／
巻
数

く
り
の
お
り
、
し
い
し
、

漆
、
ウ
ル
シ
、

鮒
、
ゑ
そ
、
ゑ
ひ
、
さ
か
な
、
ふ
な
、
す
～
き
、
い
わ

し
、
／
つ
く
ミ
、

フ
ナ
、
／
フ
ナ
ノ
ス
シ
、

麦
粉
、
あ
め
、
梅
む
き
、
梅
ツ
ケ
、
く
ろ
L
は
、

黒
壁
、
茶
、
宇
治
新
茶
、
ひ
き
ち
や
、
こ
わ
い
～
、

コ
ハ
イ
、
、
御
コ
ワ
、
た
な
や
き
米
、
梧
甘
、
栗
、

ゆ
て
栗
、
て
ん
か
く
た
う
ふ
、
餅
、
も
ち
い
、
土

［
き
］

［
キ
］

［
宇
］

［
封
］

［
尺
］

［
帝
袋
］

［
帖
］［

條
］

［
て
う
］

［
テ
ウ
］

［
帳
］
1
［
張
］

［
て
う
］

［
幅
］

五
二

筆
、
ナ
ス
ヒ
、
キ
ヒ
タ
ン
コ
、
イ
モ
、
い
も
か
し

ら
、
さ
ゝ
け
、
く
～
た
ち
（
茎
立
）
、
／
鳥
子
、
ハ
マ

ク
リ
、
サ
ツ
コ
、
／
か
き
　
（
花
器
？
）
、

宇
治
茶
、
ひ
き
ち
や
、
く
き
、

ソ
ハ
、

寺
社
、
ふ
て
、
筆
、
懸
給
（
「
懸
給
四
フ
ク
一
封
」
）
、

鮭
、
さ
け
、
塵
引
、
塩
引
、
L
は
ひ
き
、
か
ら
さ

け
、
ふ
り
、
飽
、

ひ
る
の
ね
、

禁
中
抄
・
公
卿
補
任
、
へ
キ
カ
ン
、
草
子
、
歌
草

子
、
／
引
合
、
杉
原
、
雑
侍
、
さ
つ
し
、
御
文
帝
、

薄
日
、
ウ
ス
シ
ロ
、
ミ
ノ
カ
ミ
、
ミ
の
か
ミ
、
美

希
、
高
檀
紙
、
あ
い
や
し
や
席
、
／
夕
＼
ミ
、
た
1

ミ
、

さ
う
し
、
／
杉
原
、

か
ミ
、
さ
つ
し
、
う
す
や
う
、
／
け
さ
　
（
袈
裟
）
、

ノ
シ
、
／
御
コ
シ
ノ
御
バ
ン
テ
ウ
、

か
ち
ゃ
う
、



［
服
］

［
ふ
く
］

［
度
］［

と
］

［
廻
］

［
張
］
1
［
丁
］

［
懸
］［

か
け
］

［
カ
ケ
］

［
所
］

［
手
］［

て
］

［
把
］［

わ
］

「
‥

ア
ミ
タ
（
阿
弥
陀
絵
）
、

あ
ミ
た
（
阿
弥
陀
絵
）
、

（
で
き
ご
と
、
飲
酒
）
、
（
含
む
、
「
三
ケ
度
」
「
三
箇
度
」

「
数
ケ
度
」
）

（
で
き
ご
と
）
、
（
含
む
、
「
三
と
め
な
り
」
）

諒
闇
、

Cf
＝
「
道
妙
一
廻
之
た
め
也
」
（
一
回
忌
）

弓
、
ゆ
ミ
つ
る
、
弓
ツ
ル
、
御
琴
、

鯛
、
め
ち
鳥
、
か
も
、
／
鯛
、
た
い
、
こ
た
い
、
は
い
、
／

ア
フ
ミ
、
／
か
つ
ら
、

鯛
、
フ
エ
ン
（
無
蛭
）
ノ
鯛
、

（
弓
の
「
か
ミ
よ
り
に
て
ゆ
う
」
箇
所
）
、
関
、
ソ
ン

セ
ウ
院
、
（
か
い
つ
ふ
り
取
之
）
、
今
度
祭
一
物
不
出

候
所
、
（
含
む
、
「
ソ
ン
セ
ウ
院
四
ヶ
所
」
）

的
矢
、

や
の
ね
、

薪
、
／
大
根
、
青
苔
、
青
海
苔
、

は
な
ひ
ら
、

わ
り
木
、
つ
ち
木
、
大
原
木
、
な
わ
、
ナ
ハ
、
わ

「
山
科
家
礼
記
」
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て

［
折
］

［
折
敷
］

［
お
し
き
］

［
ヲ
シ
キ
］

［
拝
］

［
指
］

ら
、
わ
た
、
／
こ
ふ
、
コ
フ
、
あ
ら
め
、
青
苔
、
い

ほ
の
あ
ほ
の
り
、
め
、
ハ
シ
カ
ミ
、
こ
は
う
、
こ

ん
は
う
、
ひ
と
も
し
、
大
根
、
大
こ
ん
、
山
の
い

も
、
ち
く
さ
、
ち
い
さ
、
わ
ら
ひ
、
は
す
の
は
、

は
す
ハ
、
な
、
／
く
し
か
き
、
／
か
き
（
魚
介
？
）
、

は
い
、
こ
ん
き
り
は
む
（
五
寸
切
鮭
）
、
コ
ン
キ
リ

ハ
ム
、
／
チ
マ
キ
、
／
す
ミ
（
或
は
、
こ
の
「
ハ
」
は

係
助
詞
か
）
、

蜜
柑
、
粟
、
柿
、
青
梅
、
枇
杷
、
蛤
、
海
松
、
水

貝
、
ひ
た
い
、
干
魚
、
鮎
、
カ
キ
、
た
う
ふ
、
コ

ン
ニ
ャ
ク
（
廿
張
）
、
ミ
ヤ
ウ
カ
子
、
チ
マ
キ
、
麒

（
鶉
か
）
、
鷹
之
ウ
ツ
ラ

鮎
の
す
し
、
あ
い
の
す
し
、
ス
シ
、
た
う
ふ
・
こ

ん
に
ゃ
く
、
（
酒
の
肴
か
）
、
魚
、
サ
ヨ
リ
、
生
の
さ

よ
り
、
小
ア
イ
、
ア
イ
、
カ
イ
ノ
コ
サ
シ
、
ク
ラ

ケ
、
熟
柿
、
ミ
ツ
カ
ラ
（
ミ
ツ
カ
ン
？
）
、
白
ウ
リ

カ
ウ
ノ
物
、
キ
（
葱
？
）
、

あ
い
の
す
し
、
き
　
（
葱
？
）
、

キ
　
（
葱
？
）
、

（
拝
礼
、
揖
を
い
う
）
、



［
さ
し
］

［
サ
シ
］

［
振
］［

ふ
り
］

［
挺
］［

ち
ゃ
う
］

［
張
］

［
丁
］

［
捏
］

［
服
］［

ふ
く
］

［
本
］

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

は
す
の
は
の
う
を
、
さ
は
、
さ
ハ
、
い
お
、

さ
ハ
、

太
刀
、
太
刀
、

ら
う
そ
く
、
／
ゆ
ゑ
ん
、

ら
う
そ
く
、
ラ
ウ
ソ
ク
、
ラ
フ
ソ
ク
、
／
唐
墨
、

油
煙
、
酒
、
さ
け
、

薬
、
ち
や
、

御
三
毯
丁
、
は
う
き
の
ゑ
の
竹
、
御
ハ
タ
サ
ヲ
、

竹
、
京
の
に
か
竹
、
か
ら
竹
、
／
松
茸
、
松
た
け
、

唐
芋
、
は
す
、
根
深
、
ね
ふ
か
、
／
あ
ふ
き
、
十
一

文
扇
、
八
文
あ
ふ
き
、
五
文
扇
、
う
ち
ハ
、
打
輪
、

や
り
（
槍
）
、
な
か
や
り
、
ホ
コ
、
御
ウ
ツ
ホ
、
か

ら
か
さ
、
雨
カ
サ
、
柱
、
栗
ハ
シ
ラ
、
／
御
か
～
り

（
懸
）
の
松
、
御
庭
の
木
、
く
ち
な
し
、
ま
ゆ
ミ
、

し
ゆ
ろ
う
（
綜
欄
）
の
木
、
自
藤
、
タ
マ
ッ
ハ
キ
、

梧
甘
、
キ
ン
カ
ン
、
苛
薬
、
シ
ヤ
ク
薬
、
菊
、
／
く

わ
ん
数
（
巻
数
）
、
／
の
し
あ
わ
ひ
、
ノ
シ
、
は
い
（
海

五
四

産
物
の
干
し
物
か
）
／
牛
王
、
牛
玉
、
／
炭
、
／
御
さ

う
し
き
（
？
）
、
／
太
刀
、

［
ほ
ん
］
御
三
き
う
ち
や
う
、
あ
ふ
き
、
／
は
す
、

C

f
‥
こ
の
他
に
も
用
例
が
あ
る
が
、
省
く
。

［
束
］

わ
り
木
、
木
、
柴
、
L
は
、
う
す
お
し
き
、
を
し

き
、
ハ
シ
（
箸
）
、
薄
白
上
（
C

f
‥
「
帖
」
）
、
／
大
わ

さ
ひ
、
ニ
ン
ニ
ク
、
若
菜
、
ユ
デ
大
豆
、
串
柿
、

く
し
か
き
、
か
き
、
竹
子
、
唐
芋
、
／
煎
気
腸
、

［
そ
く
］
わ
り
木
、
L
は
、
く
れ
、
う
す
を
し
き
、
う
す
お

し
き
、
わ
き
ひ
、
大
豆
、
ゆ
で
ま
め
、
は
し
か
ミ
、

な
わ
、

［
杯
］
1
［
盃
］

［
枚
］

タ
ウ
シ
（
唐
紙
か
）
、
引
合
、
短
冊
、
巻
数
、
／
蓮
、

置
面
、
御
シ
キ
置
、
お
も
て
（
た
ゝ
ミ
）
、
／
肉
皮
、

ニ
ク
ノ
カ
ワ
、
カ
ノ
カ
ワ
（
鹿
皮
）
、
／
ち
ま
き
、
は

な
ひ
ら
、
／
干
鯛
、
／
昆
布
、
蕨
、

［
ま
い
］
　
　
た
ん
さ
く
、
す
ミ
の
ふ
た
（
炭
札
）
、
い
た
、
ゑ
ん

ま
の
い
た
（
絵
馬
板
）
、
／
む
し
ろ
、
鹿
皮
、
／
う
す

お
し
き
、
ヲ
シ
キ
、
／
は
う
ち
ゃ
う
、
／
は
す
の

は
、
／
お
し
も
ち
い
、
も
ち
い
、
か
～
み
、
か
～
ミ
、

ほ
し
も
ち
い
の
は
な
ひ
ら
、
は
な
ひ
ら
、
餅
、
／
た



［
お
け
］

［
ヲ
ケ
］

［
樽
］［

た
る
］

［
段
］［

た
ん
］

［
タ
ン
］

［
片
］

［
戯
］［

こ
ん
］

［
瓶
］

い
、
干
鯛
、
ひ
た
い
、
タ
イ
、
こ
た
い
、

杉
原
、
／
ク
シ
（
櫛
）
、
／
京
ク
レ
、
／
鯛
、
小
鯛
、

梅
、
梅
枝
、
桃
花
、
／
巻
数
、
タ
ン
ク
（
壇
供
）
打

札
巻
、
こ
の
わ
た
（
海
鼠
腸
）
、
コ
ノ
ワ
タ
、
せ
わ
た
、
う

る
か
お
け
、
ウ
ル
カ
、
鮎
鯖
、
あ
い
の
す
し
お
け
、

鮨
（
鮎
か
）
ス
シ
、
す
し
、
マ
ス
ス
シ
、
も
つ
く
、

理
も
つ
く
、
久
喜
（
茎
漬
け
？
）
、
梅
剥
、
／
柳
、
酒
、

（
酒
？
）
、
た
る
（
「
折
一
合
・
た
る
一
桶
」
）
、

い
わ
し
、
は
ま
く
り
、
／
さ
け
、

コ
ノ
ワ
タ
、

［
番
］［

つ
か
い
］

［
畳
］
1
［
帖
］

［
疋
］［

ひ
き
］

［
盃
］
1
（
［
杯
］
）

［
は
い
］

ひ
た
ひ
　
（
干
鯛
）
、

ツ
ム
ギ
、

つ
む
き
、

布
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
、

（
酒
）
、

（
酒
）
、
花
、
立
花
、
（
花
を
活
け
る
こ
と
？
）
、

Cf
‥
「
一
種
一
瓶
」
（
応
永
十
九
・
七
・
五
）

「
山
科
家
礼
記
」
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て

［
ほ
ん
］

［
種
］

（
舞
）
、
猿
楽
、
さ
る
か
く
、
／
鳥
、
と
り
、
水
鳥
、

鴨
、
か
も
（
別
に
「
鴨
二
つ
」
と
も
）
、
カ
モ
、
き
し
、

ク
カ
ノ
鳥
、

と
り
、
す
い
て
う
、
か
も
、

牛
、
う
し
、
馬
、
御
馬
、

馬
、

さ
け
（
飯
わ
ん
に
）
、
水
（
な
へ
に
）
、
（
酒
）
（
（
酌

の
盃
）
）
、
／
た
こ
、
あ
か
ゝ
い
、
あ
わ
ひ
、
に
し
、

か
さ
め
、

タ
コ
、
大
タ
コ
、
か
さ
め
、
カ
サ
メ
、
／
（
酒
）
（
「
十

盃
ツ
、
被
間
食
」
（
応
永
一
九
・
六
・
一
）
）
、

こ
わ
飯
、
こ
わ
い
ゝ
、
餅
、
あ
こ
や
（
阿
古
屋
餅
か
）
、

枇
杷
、
柿
、
木
練
（
柿
）
、
桃
、
も
ゝ
、
栗
、
こ
ふ
・

き
ぬ
か
つ
き
、
な
す
ひ
、
か
う
う
り
（
江
瓜
）
、
唐

う
り
、
さ
ゝ
け
こ
ほ
し
、
蕨
、
な
め
す
～
き
（
榎
茸

の
一
種
か
）
、
ス
＼
　
（
細
い
筍
か
）

く
り
あ
し
つ
け
、
ま
め
、

ゆ
と
う
（
湯
桶
、
但
し
、
濁
酒
の
入
っ
た
も
の
か
）
、

（
酒
の
さ
か
な
）
、

五
五



［
筆
］［

ひ
っ
］

［
筋
］［

す
ち
］

［
宮
］
1
［
箱
］

［
筒
］［

つ
1
］

［
箇
］

［
管
］［

官
］

［
巻
］

［
箱
］［

は
こ
］

鎌
倉
時
代
語
研
究
．

C
f
‥
「
今
夜
十
種
香
在
之
」
（
文
明
二
・
十
二
三
十
）
、

「
一
種
（
ク
モ
タ
コ
十
連
）
一
桶
」
（
延
徳
三
・
十

二
・
四
）
、

C
f
‥
「
卿
か
ん
状
お
一
ひ
っ
お
は
せ
下
さ
れ
候

ハ
、
」
（
延
徳
四
・
七
・
二
ハ
）
、

小
本
結
、
こ
も
と
ゆ
い
、
帯
、
お
ひ
、
自
エ
リ
イ

ト
、
／
は
む
（
五
寸
切
鰹
）
、

お
ひ
、
ヘ
ニ
お
ひ
、
こ
も
と
ゆ
い
、
も
と
ゆ
い
、

腹
自
（
指
貫
の
括
り
緒
か
）
、
い
と
（
「
御
ふ
く
御
い

と
」
）
、
／
き
ほ
う
（
矢
の
一
種
）
、
／
ふ
ミ
（
？
）
、
／
さ

う
め
ん
、
／
は
む
、

草
花
、

あ
ふ
ら
、

草
花
、
仙
翁
化
、

笠
、
筆
、
ふ
て
、

筆
、
木
貢
、

た
う
ふ
、

［
ハ
コ
］

［
節
］［

ふ
し
］

［
篭
］

米
、

［
こ
］

［
か
（
籠
）
］

［
か
こ
］

［
粒
］［

り
う
］

「
］［

ク
ミ
］

［
結
］

［
縮
］［

し
ゆ
く
］

か
つ
ほ
、

茄
、
江
州
瓜
、
江
瓜
、
五
色
、
丹
波
う
り
、
ウ
リ
、

木
棒
、
い
も
か
ら
、
は
つ
た
け
、
な
め
す
1
き
、

栗
、
生
栗
、
枇
杷
、
柿
、
熟
子
、
し
ゆ
く
し
、
シ

ク
シ
、
蜜
柑
、
ミ
ツ
カ
ン
、
岩
な
し
、
／
茶
、
／
餅
、

も
ち
い
、
栗
粉
餅
、
柿
餅
、
／
サ
＼
イ
（
栄
螺
）
、
／

丹
波
炭
、

栗
、
い
は
な
し
、
／
も
ち
い
、
／
ミ
な
こ
、
／
炭
、

ひ
わ
（
「
籠
」
字
は
右
に
添
え
る
。
本
文
に
「
此
籠
な

か
さ
二
尺
二
寸
、
口
一
尺
七
寸
在
之
、
か
ね
の
物
さ
し

の
定
也
」
と
あ
る
。
）

す
ミ
　
（
炭
）
、

あ
め
ち
ま
き
、

め
い
き
う
く
わ
ん
　
（
命
久
丸
）
、
（
米
？
）
、

三
色
木
、

ミ
イ
ロ
木
、

（
折
帝
か
）
、

具
足
、



［
繰
］［

く
り
］

［
綾
］

［
羽
］

［
腰
］

［
膳
］

「
∴［

そ
う
］

［
色
］

帯
、
寄
、
鶏
、
太
刀
、
刀
、

御
飯
、

舟
、
さ
か
な
、
ウ
ト
ン
・
カ
ワ
ラ
ケ
ノ
物
、
カ
ワ
ラ
ケ

ノ
物
、
／
殉
、
物
の
き
れ
、
服
（
「
御
服
御
物
具
ノ
御

単
e
御
柏
・
御
張
袴
三
色
」
）
、
ア
ヲ
ハ
カ
マ
、
美
物
、
／

う
ち
刀
、
／
カ
ワ
コ
・
日
記
箱
、
／
文
書
、
／
目
薬
、

腹
薬
（
「
命
久
丸
・
丁
香
散
」
）
、
薬
、

［
蓋
］［

か
い
］

［
袋
］
1
［
韓
袋
］

［
い
ろ
］
　
　
ふ
く
（
「
御
ふ
く
御
も
の
ゝ
く
の
御
ひ
と
へ
、
御
あ
こ

［
荷
］［

か
］

め
、
御
は
り
は
か
ま
、
三
い
ろ
」
）
、

竹
、
柴
、
L
は
、
柱
、
炭
以
下
、
炭
、
す
ミ
、
／
春

は
や
、
こ
ふ
、
ワ
ラ
ヒ
、
若
菜
、
唐
い
ほ
（
唐
芋
）
、
／

柳
、
樺
、
た
る
、
大
津
タ
ル
、
ニ
コ
リ
酒
、
／
辛
横
、

L
は
、
し
ハ
、
大
原
木
、
ひ
そ
は
し
ら
（
桧
曽
柱
）
、

竹
、
三
毯
丁
竹
、
し
い
し
（
伸
子
）
、
す
ミ
　
（
炭
）
、

か
ち
す
ミ
（
鍛
冶
炭
）
、
い
L
と
（
石
砥
）
、
か
う
そ

「
山
科
家
礼
記
」
　
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て

［
た
い
］

［
ふ
く
ろ
］

［
裏
］
1
［
包
］

（
楕
）
、
し
～
の
か
わ
（
鹿
皮
）
、
見
こ
、
／
な
は
、
／

蕨
、
わ
ら
ひ
、
す
～
、
わ
か
な
、
く
～
た
ち
（
茎
立
）
、

ゑ
も
き
（
蓬
か
）
、
ひ
わ
（
但
し
「
か
」
の
右
傍
に
「
籠
」
、

本
文
に
「
此
籠
な
か
さ
二
尺
二
寸
‥
‥
・
」
、
［
籠
］

の
条
、
参
照
）
、
く
り
（
栗
）
、
や
ま
も
ー
（
楊
梅
）
、

ヤ
マ
モ
＼
、
／
鳥
、
／
は
ま
（
蛤
）
、
／
そ
は
、
／
柳
、

桶
（
酒
か
）
、
樺
、
／
か
ら
ひ
っ
、

大
す
け
か
さ
、

茶
、
ち
や
、
チ
ヤ
、
宇
治
茶
、
さ
～
け
、
唐
納
豆
、

か
ら
な
つ
と
う
、
ほ
し
い
～
、
神
仏
ホ
シ
ィ
、
ミ

つ
の
こ
、
御
供
、
か
ち
く
り
、
葉
ヲ
ン
シ
、
さ
ん

せ
う
　
（
山
椒
）
、
む
き
こ
、
そ
は
の
こ
、
柏
、
栢
、

米
、
／
薬

ち
や
、

茶
、
ち
や
、
か
ら
な
つ
と
う
、
ま
め
、
あ
つ
き
、

か
や
　
（
樫
の
実
か
）
、
こ
め
、

栗
、
ナ
ツ
メ
、
機
相
、
ミ
つ
か
う
（
蜜
柑
か
）
、
シ

ク
シ
・
ク
ル
ミ
、
柿
餅
、
青
苔
、
（
対
象
物
不
詳
）
、

五
七



［
つ
1
ミ
］

［
つ
～
み
］

［
貝
］［

か
い
］

［
足
］［

そ
く
］

［
束
］

［
鉢
］［

た
い
］

［
タ
イ
］

［
頭
］［

か
し
ら
］

［
通
］

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

粟
、
栗
、
も
1
、
さ
ハ
・
は
む
、
／
く
す
た
ま
の
い

と
、
し
ゆ
つ
か
ん
、

粟
、
く
し
か
き
、
ミ
つ
か
う
、
／
く
す
た
ま
の
い
と
、

蘇
合
円
、

た
き
物
か
い
、

き
り
の
木
は
く
り
、
こ
ん
か
う
（
草
履
）
、

大
そ
く
　
（
？
）
、
／
こ
ん
か
う
、
／
鞠
、

こ
ん
か
う
、

債
、
薬
師
（
摺
写
）
、

ほ
と
け
、

薬
師
、
ゑ
ほ
し
、
か
ふ
と
、

立
ゑ
ほ
し
、

八
幡
社
務
状
、
家
領
証
文
、
こ
う
ほ
う
し
文
書
、

昧
曽
屋
文
書
、
水
田
郷
文
書
、
そ
へ
状
、
請
取
、

関
御
奉
書
（
「
東
」
脱
）
、
案
文
、
折
悟
、
（
こ
の
他
を

略
す
）
か
つ
を
、
カ
マ
ス
、
く
も
た
こ
、
ク
モ
タ
コ
、
自

烏
賊
、
烏
賊
、
す
る
め
、
ス
ル
メ
、
ひ
た
物
（
浸
物

か
、
乾
物
か
）
、
干
魚
、
ひ
う
を
、
ヒ
ウ
ヲ
、
ひ
う

口
（
を
か
）
、
魚
、
あ
ミ
う
を
、
ア
ミ
物
（
コ
フ
・
干

［
部
］

［
重
］［

か
さ
ね
］

［
へ
］

［
銚
］

［
銚
子
］

［
て
う
し
］

［
鉢
］

五
八

魚
の
類
か
）
、
／
串
柿
、
く
し
か
き
、
ク
シ
カ
キ
、
大

（
マ
マ
）

原
柿
、
／
山
桑
（
葵
）
、
わ
さ
ひ
、

法
華
経
、
法
華
、
御
経
、
せ
ん
L
や
（
法
華
経
の
「
漸

写
」
か
）
、

小
袖
、
御
ふ
く
、
／
引
合
、
／
西
（
「
井
」
）
横
、

こ
そ
て
、
／
か
み
（
紙
）
、
／
は
な
ひ
ら
、

（
弓
の
「
か
ミ
よ
り
に
て
ゆ
う
」
結
い
方
）
、

た
る
（
酒
）
、

Cf
‥
「
一
種
一
銚
御
持
参
」
（
応
仁
二
・
四
・
七
）
、

酒
、
さ
け
（
洒
）
、
た
る
、
て
う
し
（
洒
）
、

餅
、
白
餅
、
す
し
、
ゆ
て
栗
、
し
く
し
、
さ
～
け
、

な
す
ひ
、
久
喜
（
茎
漬
か
）
、
カ
ウ
ノ
物
曽
、

［
鉢
（
鉢
か
）
］
ヒ
シ
ノ
モ
チ
　
（
菱
餅
）
、

［
は
ち
］
　
　
こ
わ
い
～
、
も
ち
い
、
も
ち
い
　
（
「
五
十
也
」
）
、
そ

は
、
わ
ら
ひ
、
ゑ
ん
と
う
、
さ
1
け
、
久
花
、
木

棟
（
木
練
こ
ね
り
柿
か
）
、
も
～
、
／
さ
つ
こ
（
雑
喉
）
、

［
ハ
チ
］
　
　
餅
、
モ
＼
、

［
間
］

た
～
ミ
や
　
（
畳
屋
）
、
茶
屋
、
鳥
屋
、

［
讐
］［

さ
う
］
　
　
へ
い
し
（
瓶
子
）
、



［
面
］

［
領
］
1
［
両
］

［
両
］

［
首
］

［
駄
］

琵
琶
、
ヒ
ハ
、
か
ゝ
み
、
ス
、
リ
、

同
丸
、
湯
帳
、

腹
当
（
を
と
し
ー
、
吉
し
い
は
－
？
）
、
具
足
、
く

そ
く
、
同
丸
、
腹
巻
、

歌
、
和
歌
、
詠
進
、

米
、
麦
、
か
き
（
柿
）
、
か
い
さ
う
（
海
草
）
、
う
を

（
魚
）
、
／
L
は
、
ひ
物
木
（
桧
物
木
）
、
あ
し
た
（
足

駄
）
、
く
ろ
か
ね
（
餓
）
、
あ
か
か
ね
（
銅
）
、
お
（
苧
）
、

む
ら
さ
き
（
紫
草
）
、
こ
う
の
は
い
（
紺
灰
）
、
布
、

か
ミ
（
紙
）
、
こ
き
（
合
器
）
、
た
か
に
、

C
f
‥
「
九
合
升
、
一
駄
七
斗
定
也
」
（
文
明
三
・
十

二
二
ハ
）
、

供
、
け
い
こ
　
（
警
固
の
騎
兵
）
、

御
供
馬
、
モ
ノ
＼
ヘ
カ
サ
カ
ケ
（
笠
懸
）
、

［
お
し
］

［
か
は
ら
け
］

［
か
ら
け
］

［
カ
ラ
ケ
］

［
け
］［

ケ
］

［
つ
］［

ツ
］

か
ら
さ
け
、
大
こ
ん
、

と
の
こ
、

う
は
あ
め
、
あ
め
、
も
ち
い
、
［
　
］
い
、

ハ
ナ
ヒ
ラ
、

さ
い
ふ
　
（
割
符
）
、

（
米
の
）
た
わ
ら
か
す
、
あ
ふ
ら
一
升
七
合
つ
～
（
の

容
器
）
、
大
津
タ
ル
（
酒
か
）
、
ミ
ナ
コ
、
さ
い
（
莱
）
、

鴨
、

○
漢
字
の
表
記
の
不
詳
の
も
の

［
い
か
き
］
　
は
ら
ひ
（
蕨
）
、
わ
ら
ひ
、
な
、
く
ゝ
た
ち
、
せ
り
、

す
い
き
、
そ
は
、
し
ふ
か
き

［
イ
カ
キ
］
　
若
菜
、
ヒ
ハ
、
熟
柿
、

「
山
科
家
礼
記
」
　
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て




